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吉
田
英
厚
『
辨
妄
』
に
つ
い
て
─
明
治
期
の
崎
門
学
派
の
一
断
面
─

	

白
　
井
　
　
　
順

は
じ
め
に

　

筆
者
は
拙
稿
「
近
代
崎
門
学
者
の
肖
像
―
秋
山
罷
斎
」（『
東
洋
思
想
文
化
』
八
号
）
に
お
い
て
、
桑
名
市
立
図
書
館
所
蔵
秋
山
文
庫

の
資
料
的
価
値
と
明
治
期
の
闇
斎
派
研
究
に
お
け
る
秋
山
罷
斎
の
重
要
性
を
論
述
し
た
。
明
治
十
年
十
月
に
設
立
の
漢
学
塾
二
松
学
舎

（
現
：
二
松
学
舎
大
学
）
が
象
徴
的
存
在
で
あ
る
が
、
一
八
八
七
年
（
明
治
十
七
年
）
に
西
村
茂
樹
に
よ
っ
て
日
本
講
道
会
（
明
治

二
十
年
に
日
本
弘
道
会
に
改
称
）
が
設
立
さ
れ
、
皇
室
尊
重
を
う
た
い
教
育
勅
語
を
奉
じ
て
儒
教
的
道
徳
教
育
を
す
る
動
き
も
出
始
め

た
。
同
年
、
井
上
円
了
と
内
田
周
平
ら
は
東
京
湯
島
に
哲
学
館
を
創
立
し
、
内
田
周
平1

は
哲
学
館
（
現
：
東
洋
大
学
）
中
国
哲
学
科
で

漢
文
の
教
鞭
を
執
っ
た
。
明
治
十
六
年
六
月
に
佐
藤
直
方
系
統
の
石
井
一
素
（
周
庵2

）・
池
田
謙
蔵
（
渓
水3

）
は
道
学
協
会
を
創
設
し
、

奥
平
棲
遅
庵
・
山
口
菅
山
が
創
立
し
た
四
為
会
を
再
興
し
た
。
道
学
協
会
は
、
崎
門
諸
先
輩
の
墓
石
の
修
復
と
文
献
収
集
活
動
を
行
う

団
体
と
し
て
定
期
的
に
集
会
し
、
さ
ら
に
同
年
十
一
月
に
道
学
協
会
雑
誌
を
創
刊
し
、
会
員
に
配
布
し
て
い
た
。
そ
し
て
明
治
二
十
四

年
そ
れ
ま
で
筆
写
本
で
の
み
伝
え
ら
れ
て
い
た
諸
先
輩
の
遺
書
『
道
学
遺
書
』
を
活
版
で
刊
行
す
る
活
動
を
始
め
た
。

　
『
道
学
遺
書
』
の
刊
行
に
吉
田
英
厚
（
号
は
為
斎
、
字
は
士
発
）
と
舞
田
敦
（
号
は
脱
斎
、
字
は
養
浩
）
の
二
人
が
関
与
し
て
い
た

こ
と
は
、
梅
沢
芳
男
「
明
治
時
期
の
崎
門
学
」（『
増
補
山
崎
闇
斎
と
其
門
流
』
所
収
）
で
紹
介
さ
れ
た
が
、
梅
沢
芳
男
お
よ
び
近
藤
啓
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吾
以
降
、
明
治
時
期
に
お
け
る
闇
斎
学
派
研
究
の
専
論
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
い
。
一
方
、
吉
田
・
舞
田
両
氏
の
師
に
あ
た
る
秋
山
罷

斎
に
つ
い
て
は
、
糸
賀
国
次
郎
「
秋
山
罷
斎
先
生
」（『
増
補
山
崎
闇
斎
と
其
学
流
』
所
収
）
以
外
に
は
、
前
掲
拙
稿
の
み
で
あ
る
。
そ

こ
で
筆
者
は
、
新
資
料
と
し
て
桑
名
市
立
図
書
館
秋
山
文
庫
所
蔵
『
東
西
雁
魚
』
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。『
東
西
雁
魚
』
は
秋
山
罷
斎

宛
の
書
簡
を
年
代
順
に
編
集
し
た
も
の
で
、
そ
の
な
か
に
吉
田
英
厚
の
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

本
年
二
月
、
ぺ
り
か
ん
社
か
ら
清
水
則
夫
・
三
浦
國
雄
共
編
『
浅
見
絅
斎
全
集
稿
本
』
が
刊
行
さ
れ
、
こ
の
『
稿
本
』
に
つ
い
て
清

水
則
夫
氏
が
解
説
を
附
し
て
い
る
。
そ
の
解
説
が
編
者
で
あ
る
舞
田
敦
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
一
番
詳
し
い
内
容
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
舞
田
敦
と
共
に
、
秋
山
罷
斎
の
門
人
で
あ
っ
た
の
が
吉
田
英
厚
で
あ
る
。
吉
田
英
厚
に
つ
い
て
は
、
三
浦
國
雄
氏
に
よ
る
「
大
東
《
漢

学
》
の
一
側
面 : 

市
村
理
吉
と
四
為
斎
文
庫4

」
に
詳
し
い
。
こ
の
論
文
で
初
め
て
市
村
理
吉
と
姻
戚
関
係
に
あ
る
吉
田
英
厚
と
舞
田
敦

と
い
う
明
治
の
二
人
の
闇
斎
学
者
の
素
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
市
村
理
吉
（
吉
田
英
厚
の
甥
）
は
、
吉
田
英
厚
か
ら
受
け
継
い
だ
書

籍
を
大
東
文
化
大
学
に
寄
贈
し
た
人
物
で
あ
る
。
大
東
文
化
大
学
図
書
館
蔵
市
村
理
吉
文
庫
に
は
、
秋
山
罷
斎
の
著
作
が
多
く
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
『
秋
山
先
生
鉛
筆
詩
歌
箋
集
』（K

C3491

）、『
秋
山
先
生
雑
稿
』（K

C3329

）、『
秋
山
白
賁
堂
先
生
和
文
集
』

（W
2140

）、『
秋
山
先
生
易
筆
記
類
』（K

B1466

）、『
秋
山
先
生
朱
易
衍
義
』（K

B1466

）、「
白
賁
堂
先
生
遺
書
」（K

C3423

）、「
白

賁
堂
先
生
文
鈔
」（K

C3230

）
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
市
村
理
吉
の
蔵
書
目
録
『
四
為
斎
文
庫
書
目
』（
第
七
号
昭
和
八
年
秋
）
に
は
「
秋

山
罷
斎
先
生
自
叙
傳
」
を
は
じ
め
、「
温
知
余
筆
」「
秋
山
先
生
修
養
講
演
録
」「
読
語
類
（
秋
山
先
生
）」『
桑
名
前
脩
遺
書
』
な
ど
が

記
録
さ
れ
、
桑
名
市
立
中
央
図
書
館
秋
山
文
庫
と
大
東
文
化
大
学
図
書
館
市
村
理
吉
文
庫
が
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の

で
あ
る
。

　

今
回
、
市
村
理
吉
御
子
孫
所
蔵
の
吉
田
英
厚
の
新
た
な
資
料
を
紹
介
し
、
吉
田
英
厚
の
活
動
を
検
証
す
る
と
と
も
に
研
究
資
料
と
し

て
提
供
し
た
い
。
こ
の
『
辨
妄
』
と
い
う
新
資
料
は
、
明
治
二
十
四
年
八
月
に
吉
田
英
厚
が
道
学
協
会
を
退
会
す
る
際
に
書
か
れ
た
も
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の
で
、
吉
田
が
ど
の
よ
う
な
主
張
を
し
て
道
学
協
会
と
決
裂
し
た
の
か
を
示
す
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
従
来
、『
道
学
協
会
雑
誌
』
及

び
『
道
学
遺
書
』
稟
告
で
書
か
れ
た
経
緯
の
み
し
か
知
る
資
料
が
な
く
、
当
事
者
で
あ
る
吉
田
英
厚
側
か
ら
の
資
料
が
全
く
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
我
々
は
「
道
学
協
会
」
と
い
う
団
体
の
体
質
に
偏
狭
さ
を
感
じ
つ
つ
も
、
こ
れ
が
「
崎
門
」
な
の
だ
と
梅

沢
及
び
道
学
協
会
の
言
い
分
が
事
実
だ
と
信
じ
て
き
た
が
、
こ
の
新
資
料
に
よ
っ
て
真
実
が
暴
か
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
、

明
治
十
六
年
の
秋
山
罷
斎
が
吉
田
へ
宛
て
た
書
簡
、
秋
山
寒
緑
が
吉
田
へ
宛
て
た
漢
詩
、
吉
田
が
舞
田
敦
に
宛
て
た
書
簡
な
ど
、
市
村

家
御
子
孫
が
保
管
さ
れ
て
い
た
貴
重
な
資
料
も
広
く
研
究
者
に
裨
益
す
べ
く
そ
の
一
部
を
翻
刻
し
た
。
秋
山
罷
斎
と
吉
田
英
厚
の
交
友

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
研
究
は
殆
ど
な
く
、
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
未
開
拓
の
吉
田
英
厚
と
い
う
人
物
を
知
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
の
み
な

ら
ず
、
今
後
多
方
面
に
お
い
て
研
究
資
料
と
し
て
の
価
値
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
明
治
十
五
年
頃
の
秋
山
罷
斎
の
状
況
を
見
て
か

ら
、
吉
田
が
秋
山
に
師
事
す
る
頃
の
様
子
を
紹
介
し
、
吉
田
と
親
友
舞
田
脱
斎
の
思
想
お
よ
び
道
学
協
会
の
退
会
に
つ
い
て
述
べ
て
い

き
た
い
。

明
治
十
三
～
十
五
年
ご
ろ
の
秋
山
罷
斎

　

秋
山
罷
斎
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
十
一
月
三
日
に
桑
名
に
生
ま
れ
、
八
歳
の
時
に
藩
学
に
入
る
。
十
一
歳
の
と
き
、
大
塚
晩
香

よ
り
読
書
習
字
を
学
ん
だ
。
晩
香
私
塾
で
は
加
太
邦
憲5

、
小
山
正
武6

、
町
田
鎌
五
郎7

と
机
を
並
べ
た
。
十
四
歳
の
と
き
、
江
戸
に
行
っ

て
い
た
父
・
白
賁
堂
（
蝸
庵
）
が
桑
名
に
戻
り
、
夜
は
家
で
父
の
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
十
五
歳
で
元
服
し
、
父
に
随
行
し

て
江
戸
へ
赴
く
。
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
父
の
任
に
随
行
し
て
大
阪
に
行
き
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
春
に
は
京
都
に
滞
在
し

て
い
た
。
慶
應
元
年
（
一
八
六
五
）、
秋
山
罷
斎
は
十
七
歳
の
時
に
桑
名
に
帰
り
、
同
二
年
よ
り
藩
黌
の
句
読
師
の
任
に
あ
っ
た
が
、
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糸
賀
に
よ
れ
ば
「
当
時
学
事
改
革
の
際
な
り
し
故
、
藩
論
と
相
容
れ
ず
し
て
、
兄
寒
緑
先
生
と
共
に
固
き
反
対
論
を
唱
え
て
黌
を
去
る

に
至
っ
た8

」
と
あ
る
。
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
定
信
の
子
・
定
永
の
時
、
桑
名
藩
の
藩
校
・
立
教
館
は
、
広
瀬
蒙
斎
の
門
人
・
片
山

恒
斎
、
加
地
紫
山
（
片
山
恒
斎
の
弟
）・
南
合
果
堂
、
鈴
木
蝸
庵
（
秋
山
罷
斎
の
父
・
白
賁
堂
）
等
を
教
授
と
し
て
い
た9

。『
桑
名
藩
治

沿
革
大
畧
』
に
よ
れ
ば
、
学
問
を
好
み
藩
校
を
確
立
し
た
松
平
定
信
が
制
定
し
た
教
育
方
針
が
遵
守
さ
れ
、
経
学
・
史
学
・
漢
学
・
書

学
・
容
儀
学
・
舞
学
・
音
律
学
を
基
本
の
教
科
と
し
て
い
た
。
第
十
三
代
定
敬
（
さ
だ
あ
き
）
の
時
代
は
佐
幕
派
を
通
し
、
戊
辰
の
役

で
朝
廷
か
ら
罪
を
問
わ
れ10

、
明
治
元
～
二
年
（
一
八
六
八
～
六
九
）
に
か
け
て
立
教
館
は
閉
校
に
追
い
込
ま
れ
た
。
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）
五
月
、
定
敬
は
学
校
の
規
模
を
拡
充
す
る
た
め
伊
賀
町
か
ら
吉
之
丸
に
移
転
し11

、
翌
四
年
（
一
八
七
一
）
廃
藩
置
県
に

伴
い
、
同
五
年
一
月
二
十
九
日
を
以
て
完
全
に
閉
校
と
な
っ
た
。
秋
山
罷
斎
は
ち
ょ
う
ど
閉
校
に
追
い
込
ま
れ
た
騒
動
の
な
か
、
句
読

師
の
任
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
秋
山
罷
斎
二
十
三
歳
の
と
き
、
新
し
い
政
府
の
も
と
で
兄
の
寒
緑
は
文
学
館

助
教
に
、
罷
斎
は
同
補
教
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
辞
退
し
た
。
こ
の
時
、
文
学
館
の
教
授
と
な
っ
た
中
に
は
、
藩
学
立
教
館
の
教
授
を
務
め

た
片
山
恒
斎
の
孫
・
服
部
成
美12

や
終
生
の
朋
友
で
あ
る
江
間
政
発
も
含
ま
れ
て
い
た
。
同
十
三
年
に
は
、
自
宅
で
教
え
る
傍
ら
、
一
色

町
の
共
学
所
の
先
生
と
な
り
夜
学
教
授
の
任
に
あ
っ
た13

。
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
西
南
の
役
で
は
、
桑
名
よ
り
従
軍
志
願
者
が

四
百
五
十
名
も
お
り
、
か
な
り
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
秋
山
の
友
人
江
間
も
西
南
戦
争
後
に
桑
名
に
戻
り
、
秋
山
罷
斎
は
彼
の
文
集
の

序
を
記
し
た
。
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
年
）
頃
、
秋
山
は
桑
名
で
勤
王
に
関
す
る
文
献
を
集
め
「
観
興
文
庫
」
を
設
立
し
、
当
時
打

ち
捨
て
ら
れ
た
儒
学
文
献
を
収
集
し
松
平
定
信
（
号
は
楽
翁
、
異
称
は
白
河
楽
翁
）
の
学
問
振
興
の
志
を
守
ろ
う
と
し
た
。

　

秋
山
罷
斎
の
友
・
江
間
政
発
（
号
は
些
亭
、
字
は
子
帥
、
後
に
養
三
に
改
め
る
。
別
号
は
蘇
洞
。
一
八
五
一
～
一
九
一
六
）
は
、
片

山
恒
斎
（
一
七
九
二
～
一
八
四
九
）
の
外
孫
で
あ
る
。
藩
黌
に
職
を
得
る
が
、
辞
退
し
て
軍
籍
に
入
り
台
湾
事
変
と
西
南
の
役
に
従
軍

し
、
西
郷
隆
盛
の
屍
を
確
か
め
た
と
い
う
。
江
間
は
眼
疾
に
よ
り
軍
籍
を
退
い
た
の
ち
、
桑
名
県
書
記
と
し
て
『
桑
名
郡
志
』
を
編
纂
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し
た
。
江
間
政
発
は
祖
父
の
片
山
恒
斎
が
『
桑
名
志
』（
一
八
三
五
年
）
を
著
わ
し
て
お
り
、
そ
の
血
を
継
い
だ
と
言
え
る
。
そ
の
後
、

滋
賀
県
の
役
人
と
な
り
、
そ
の
後
東
京
に
出
て
農
商
務
省
に
勤
め
る
が
数
年
で
や
め
る
。
明
治
二
十
七
年
に
渋
沢
栄
一
が
立
ち
上
げ
た

徳
川
慶
喜
編
纂
所
に
入
り
幕
末
史
資
料
を
収
集14

、
史
官
と
し
て
の
能
力
を
発
揮
し
た
。
さ
ら
に
白
河
楽
翁
の
伝
記
も
編
纂
し
、
大
正
五

年
八
月
二
十
四
日
に
六
十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

　

江
間
政
発
が
桑
名
に
い
た
の
は
西
南
の
従
軍
か
ら
戻
り
、『
桑
名
郡
志
』
編
纂
し
た
あ
と
滋
賀
県
に
行
く
ま
で
、
す
な
わ
ち
明
治
十

年
～
十
八
年
の
間
で
あ
る
。
国
会
図
書
館
所
蔵
『
江
間
政
発
詩
文
稿15

』
は
、
巻
頭
に
秋
山
罷
斎
の
序
文
を
載
せ
る
草
稿
集
で
あ
る
。
そ

の
文
集
に
は
秋
山
へ
寄
せ
た
詩
文
が
収
録
さ
れ
、
江
間
は
秋
山
罷
斎
と
親
し
く
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
明
治
十
一
年

に
秋
山
罷
斎
は
こ
の
序
文
を
記
し
た
。（
注
：
子
帥
は
江
間
の
こ
と
。
断
句
は
筆
者
に
よ
る
）

明
治
十
年
九
州
事
起
、
江
間
子
帥
応
徴
、
以
警
部
補
属
新
撰
旅
団
西
征
焉
、
舩
発
神
戸
前
一
夕
、
與
其
陸
軍
曹
長
鈴
木
朝
思
拝
湊

河
神
社
、
黙
祷
久
之
時
、
天
晴
月
明
、
気
頗
徴
焉
、
朝
思
先
得
和
歌
一
首
、
子
帥
亦
編
成
一
詩
…
（
略
）
…
数
十
篇
、
名
曰
枕
戈

集
…
（
略
）
…
余
之
與
子
帥
交
情
非
一
日

　

当
時
秋
山
三
十
歳
、
江
間
は
二
十
八
歳
で
あ
る
。
戦
争
か
ら
帰
京
し
た
友
人
を
思
う
気
持
ち
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
『
詩
文
集
』
は

明
治
十
一
年
以
後
の
も
の
も
追
加
編
集
し
て
い
て
、
江
間
が
明
治
十
八
年
ま
で
桑
名
に
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
明
治
十
三
年
十
月

六
日
に
は
、
秋
山
は
江
間
政
発
・
井
上
叔
輝
（
井
上
竹
陵16

）
の
三
人
で
山
へ
遊
び
に
行
き
、
江
間
政
発
は
「
十
月
六
日
同
秋
子
勿
井
叔

輝
山
行
次
韵
子
勿
」
を
作
り
、「
漫
遊
半
日
」
を
詠
む
。
子
勿
は
秋
山
罷
斎
の
こ
と
で
、
翌
十
四
年
に
「
四
月
初
四
日
、
同
秋
山
子
勿
、

井
上
叔
輝
等
諸
子
、
遊
平
古
邨
、
径
岩
壺
、
詣
多
度
社
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
頻
繁
に
秋
山
と
一
緒
に
遊
び
に
行
っ
て
い
る
。
秋
山

は
当
時
三
十
三
歳
、
江
間
は
三
十
一
歳
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
文
か
ら
、
秋
山
と
江
間
は
、
親
し
く
活
動
を
共
に
す
る
間
柄
で
あ
っ
た

こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
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明
治
十
五
年
秋
に
秋
山
と
江
間
は
桑
名
藩
儒
・
南
合
蘭
室
の
子
・
南
合
果
堂
（
名
は
琦
、
一
七
九
八
～
一
八
六
三
）
の
遺
稿
を
共
同

で
編
纂
し
、
翌
十
六
年
三
月
に
刊
行
し
た
（
図
１
）。
こ
れ
は
非
売
品
で
あ
り
、
明
治
二
十
六
年
に
秋
山
が
編
纂
し
た
『
桑
名
前
脩
遺
書
』

に
収
録
さ
れ
る
「
果
堂
先
生
遺
稿
」
の
も
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
綴
り
糸
綴
じ
、
活
版
、
縦
18
・
5
㎝
、
横
13
・
2
㎝
、
全
十
四

丁
、
正
誤
表
が
あ
る
。
序
文
は
秋
山
勝
鳴
す
な
わ
ち
白
賁
堂
が
記
し
て
い
る
。
表
紙
内
側
に
「
遺
稿
印
刷
同
志
諸
君
名
字
追
記
」
と
し

て
「
芳
賀
鐐
橘
・
柄
田
鑑
次
郎
・
丸
山
善
昭
・
前
田
慧
雲
・
鈴
木
良
蔵
・
辻
左
右
・
水
谷
禹
三
郎
」
と
記
し
て
あ
る
（
図
２
）
事
が
重

要
で
あ
る
。
前
田
慧
雲
（
恵
雲
、
一
八
五
五
～
一
九
三
〇
年
、
号
は
含
潤
、
止
舟
斎
）
は
桑
名
出
身
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
僧
侶
で
、

後
に
東
洋
大
学
長
（
明
治
三
十
九
年
）・
龍
谷
大
学
（
大
正
十
一
年
）
を
務
め
、
影
響
力
を
持
っ
た
人
物
で
あ
る
。
前
田
慧
雲
の
父
・

覚
了
は
片
山
恒
斎
に
師
事
し
、
南
合
果
堂
と
学
ん
で
い
た
。
前
田
慧
雲
は
秋
山
罷
斎
よ
り
一
回
り
以
上
若
い
が
、
ま
た
彼
も
明
治
四
年

（
一
八
七
一
年
）
十
五
歳
に
し
て
興
譲
館
改
革
に
伴
い
句
読
師
の
手
伝
い
を
し
て
い
た17

。
興
譲
館
は
同
年
に
四
日
市
に
設
立
さ
れ
た
藩

立
学
校
で
、
前
田
慧
雲
は
興
譲
館
の
あ
と
、
桑
名
の
本
統
寺
の
句
読
師
と
な
っ
た
。
彼
は
明
治
十
年
に
は
広
島
の
小
学
校
教
員
と
な
り
、

翌
年
に
は
天
台
留
学
を
果
た
し
、
再
び
桑
名
に
戻
っ
て
く
る
の
は
明
治
十
三
年
で
あ
る18

。
明
治
十
三
年
～
十
六
年
の
間
に
、
秋
山
罷
斎
・

江
間
政
発
・
前
田
慧
雲
の
三
名
は
共
に
桑
名
で
交
流
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
、
地
元
の
藩
儒
南
合
果
堂
の
著
作
を
残
そ
う
と

し
て
い
た
こ
と
は
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
以
上
、
秋
山
罷
斎
が
崎
門
学
統
に
お
い
て
は
何
の
後
ろ
盾
も
な
い
私
淑
で

あ
り
、
地
元
桑
名
で
郷
賢
の
顕
彰
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
次
に
、
秋
山
罷
斎
と
吉
田
英
厚
の
交
流
に
つ
い
て
み
て
い
き

た
い
。
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図１　�『果堂遺稿』表紙�
（筆者所蔵）

図2　『果堂遺稿』（筆者所蔵）
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明
治
十
五
年
、
秋
山
罷
斎
と
吉
田
英
厚

　

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
年
）
に
舞
田
敦
（
一
八
六
一
～
一
九
二
二
）
は
桑
名
在
勤
と
な
り
、
逓
信
局
で
隔
日
勤
務
し
な
が
ら
、
余

暇
に
は
秋
山
罷
斎
に
学
ぶ
生
活
を
し
て
い
た
。
舞
田
は
一
色
町
で
教
え
て
い
た
秋
山
罷
斎
と
面
識
を
得
て
入
門
し
た
。
そ
の
後
に
入
門

し
た
の
が
吉
田
英
厚
（
一
八
六
三
～
一
九
四
五
）
で
あ
る
が
、
実
は
舞
田
よ
り
先
に
桑
名
に
い
た
の
は
吉
田
で
あ
っ
た
。
吉
田
英
厚
は

東
京
出
身
で
、
な
ぜ
桑
名
に
来
た
の
か
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
秋
山
と
吉
田
が
京
都
に
遊
ん
だ
の
は
、
明
治
十
五

年
壬
午
（
一
八
八
二
年
）
夏
五
月
の
こ
と
で
、
秋
山
は
そ
の
道
中
記
を
『
西
上
日
記
』
と
題
し
て
残
し
て
い
る19

。
舞
田
は
当
時
京
都
に

勤
め
て
お
り
、
京
都
に
秋
山
ら
を
招
い
た
。
秋
山
は
弟
子
の
吉
田
英
厚
・
竹
内
忍
卿
の
二
人
を
伴
い
、
五
月
二
日
に
桑
名
を
出
発
し
、

五
月
三
日
に
京
都
に
到
着
し
た
。
五
月
四
日
に
は
舞
田
敦
の
伯
父
で
環
翠
楼
の
飯
田
氏
の
案
内
で
京
都
市
左
京
区
黒
谷
の
山
崎
闇
斎
・

三
宅
尚
斎
の
墓
、
翌
五
日
に
は
頼
山
陽
の
墓
に
詣
で
て
お
り20

、『
道
学
遺
書
』
第
一
号
所
収
「
諸
先
輩
墓
所
一
覽
」
に
関
わ
る
活
動
で

あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　

こ
の
と
き
吉
田
た
ち
は
、
京
都
の
船
岡
山
へ
行
き
、
後
光
明
天
皇
崩
御
の
際
に
火
葬
中
止
を
建
言
し
た
奥
（
魚
屋
）
八
兵
衛
の
事
に

つ
い
て
話
す
。
ち
ょ
う
ど
偶
然
に
も
そ
の
日
は
京
都
の
本
屋
で
矢
野
玄
道
『
正
保
野
史
』（
文
久
二
年
刊
）
を
入
手
し
、
天
皇
の
火
葬

に
対
し
号
泣
し
て
建
議
し
た
魚
屋
八
兵
衛
の
こ
と
が
記
載
（『
正
保
野
史
』
六
頁
～
七
頁
）
を
目
に
し
た21

。『
正
保
野
史
』
を
見
る
と
、

文
久
三
年
に
川
喜
多
真
彦
（
一
八
一
八
～
一
八
六
八
年22

）
が
巻
末
に
魚
屋
八
兵
衛
に
関
し
て
補
遺
を
加
え
て
お
り
、
吉
田
士
発
は
こ
れ

を
み
た
こ
と
が
わ
か
る
。
矢
野
玄
道
（
一
八
二
三
～
一
八
八
七
年
）
は
、
平
田
篤
胤
の
門
人
で
皇
典
所
の
設
置
を
上
奏
し
、
初
代
皇
講

究
所
の
部
長
と
な
っ
た
国
学
者
で
あ
る
。
秋
山
罷
斎
の
父
で
あ
る
白
賁
堂
と
生
前
に
交
友
が
あ
っ
た
。
余
談
に
な
る
が
、
秋
山
勝
剛（
寒
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緑
）
が
元
治
元
年
（
一
八
六
四
年
）
に
記
し
た
『
東
西
遊
行
拙
稿
』（
秋
山
文
庫
）
に
も
魚
屋
八
兵
衛
の
記
載
が
あ
る23

。
こ
の
よ
う
に
『
西

上
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
闇
斎
だ
け
で
な
く
、
十
日
に
は
秋
山
罷
斎
の
師
・
大
塚
晩
香
の
墓
所
に
も
行
っ
て
お
り
、
諸
先
輩
た
ち
の
墓
参

と
い
う
の
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
「
謀
存
于
我
観
興
文
庫
、
余
與
士
發
喜
而
託
之24

」
と
あ
り
、
設
立
し
た
ば
か
り
の
「
観
興
文
庫
」
に
架
蔵
す
る
書
籍
を
買
い
集

め
る
た
め
京
都
で
も
大
阪
で
も
積
極
的
に
書
肆
を
歴
訪
し
て
い
た
。
そ
し
て
秋
山
と
吉
田
・
舞
田
は
頼
山
陽
に
学
ん
だ
儒
者
・
宮
原
節

庵
（
一
八
〇
六
～
一
八
八
五
年
、
備
後
尾
道
の
人
。
名
は
龍
、
字
は
士
淵
・
季
泉
、
号
は
潜
叟
・
易
庵
）
に
も
面
会
し
た
。
宮
原
は
京

都
で
頼
山
陽
の
教
え
を
広
め
た
最
後
の
門
下
生
と
い
う
べ
き
人
物
で
、
明
治
十
八
年
十
月
六
日
享
年
八
十
で
歿
し
た
。『
西
上
日
記
』

に
よ
れ
ば
「
先
人
之
旧
知25

」
と
あ
り
、
秋
山
白
賁
堂
の
昌
平
黌
時
代
か
ら
の
知
り
合
い
で
、
罷
斎
は
こ
の
前
年
に
遊
学
し
た
際
に
交
流

が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
宮
原
に
は
『
節
庵
遺
稿
』
及
び
『
栗
邨
先
生
詩
稿
』
の
著
作
が
あ
る
が
、
秋
山
親
子
に
関
わ
る
詩
文
は
見
当
た
ら

な
い
。
宮
原
と
面
会
し
た
日
の
夜
、
秋
山
は
環
翠
楼
の
三
字
を
揮
毫
し
、
こ
の
旅
の
経
緯
を
次
の
よ
う
に
記
し
た
。（
※
断
句
は
筆
者

に
よ
る
）

開
窓
、
叡
山
突
入
、
欄
右
則
東
山
南
、
馳
左
則
北
山
西
、
纏
輝
朝
日
映
夕
照
、
晴
則
好
、
雨
則
奇
、
或
淡
或
濃
、
変
幻
不
一
、
而

要
之
、
環
楼
皆
翠
也
、
此
飯
田
君
楼
上
之
観
、
而
所
以
有
環
翠
之
名
也
、
初
舞
田
君
遊
我
郷
、
踰
年
西
来
京
師
、
寓
此
楼
、
屡
書

以
説
其
観
、
且
促
余
一
遊
、
夫
西
京
余
曾
遊
之
地
、
而
其
山
水
皆
旧
知
識
也
、
俯
読
来
書
、
仰
思
曾
遊
、
頗
有
会
心
之
処
焉
、
已

而
今
也
與
吉
田
君
亦
来
寓
此
楼
、
朝
夕
晴
雨
、
皆
與
此
翠
相
対
、
果
有
（
不
）
背
其
会
心
之
処
、
而
其
奇
観
則
殆
有
加
焉

こ
の
旅
の
あ
と
、
同
年
十
一
月
十
八
日
に
罷
斎
は
再
度
吉
田
と
共
に
京
都
・
大
阪
へ
い
く
。
秋
山
寒
緑26

は
弟
の
罷
斎
と
吉
田
に
宛
て
て

「
送
家
弟
機
與
吉
田
士
発
再
遊
西
京
」
と
題
さ
れ
た
漢
詩
を
詠
ん
で
い
る
。

一
年
雙
度
決
西
遊
、
吹
送
寒
風
二
等
儔
、
里
堠
前
蹄
踏
春
尾
、
舟
程
後
足
發
冬
頭
、
白
雲
高
仰
名
山
景
、
紅
葉
遥
探
勝
地
秋
、
期
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待
錦
嚢
無
限
色
、
照
盛
帰
到
竹
扉
投　

寒
緑
盲
人

「
一
年
雙
度
決
西
遊
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
年
に
二
度
も
二
人
は
一
緒

に
京
都
・
大
阪
旅
行
を
し
た
わ
け
で
、
こ
の
漢
詩
は
『
壬
午
西
遊
後
記
』

を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
秋
山
罷
斎
と
吉
田
英
厚
と
の
深

い
信
頼
関
係
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。

　

上
述
の
よ
う
に
、
明
治
十
五
年
の
京
都
の
旅
は
、
諸
先
輩
方
の
墓
参

と
観
興
文
庫
の
図
書
収
集
と
い
う
二
つ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
計

画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
後
述
す
る『
道
学
遺
書
』第
一
号「
諸

先
輩
墓
所
一
覧
」
に
は
秋
山
賁
堂
先
生
墓
と
し
て
「
桑
名
町
新
屋
敷
眞

如
寺
」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
が
現
在
の
眞
如
寺
で
墓
石
を
探
し
、

存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
（
図
３
）。

明
治
十
六
年
二
月
、
吉
田
英
厚
と
舞
田
敦

　

明
治
十
六
年
（
癸
未
）
吉
田
英
厚
は
、
名
古
屋
の
誓
安
院
に
寓
居
し
て
い
た
。
誓
安
院
は
建
中
寺
の
脇
（
現
：
建
中
寺
公
園
内
）
に

あ
る
が
、
以
前
は
建
中
寺
の
山
門
近
く
に
あ
っ
た
。
そ
こ
に
吉
田
は
寓
居
し
、
細
野
要
斎
門
下
の
学
問
に
接
し
た
。
秋
山
罷
斎
は
、「
遊

　

吉
田
兄
寓
居
誓
安
院
」
と
題
さ
れ
た
七
言
絶
句
を
送
っ
て
い
る
。
期
日
を
記
し
て
い
な
い
が
詩
中
に
「
躑
躅
」
の
語
が
あ
る
か
ら
、

五
月
半
ば
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
十
五
年
末
か
ら
半
年
間
、
吉
田
は
名
古
屋
に
滞
在
し
て
い
た
よ
う
だ
。
ど
う
し
て
名
古
屋
だ
っ
た
の
か

図3　秋山断の墓石（筆者撮影）
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と
い
う
点
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
市
村
家
蔵
理
吉
文
書
に
は
明
治
十
六
年
一
月
に
罷
斎
に
宛
て
た
書
簡
の
控
え
が
あ
る
。
こ
の
書
簡

に
は
、
吉
田
が
名
古
屋
崎
門
の
細
野
要
斎
門
下
と
交
流
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
秋
山
門
下
で
あ
る
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
の
が

見
て
取
れ
る
。（
※
断
句
は
筆
者
に
よ
る
。
〇
は
不
明
瞭
な
字
）

吉
田
士
発
遊
名
古
屋
、
与
書
肆
山
口
某
相
知
、
某
嘗
師
事
細
野
要
斎
翁
、
與
聞
崎
門
之
学
者
、
今
者
因
士
発
寄
贈
此
書
於
我
桑
名

諸
友
、
嗚
呼
、
某
之
於
我
輩
曾
寄
半
面
之
知
也
、
而
有
此
贈
者
、
其
心
蓋
不
在
利
而
在
義
也
、
抑
此
書
也
、
楠
公
伝
家
之
忠
訓
、

而
爲
之
詞
者
〇
赤
心
報
国
之
所
見
先
生
也
、
嗚
呼
、
此
書
也
、
雖
一
片
紙
、
君
臣
大
義
之
所
存
焉
也
、
諸
友
其
勿
尋
常
謡
曲
視
之

而
〇
某
之
贈
余
、
私
有
望
於
諸
友
焉

明
治
十
六
年
一
月　

門
人
厚
拝
写

　

当
時
吉
田
は
二
十
歳
で
、「
桑
名
諸
友
」
と
あ
る
の
は
、
舞
田
ら
秋
山
門
下
の
人
々
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
資
料
は
、
彼
が
崎
門
の

な
か
で
思
想
変
遷
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
更
に
吉
田
は
罷
斎
の
兄
・
寒
緑
に
宛
て
て
書
簡
を
送
っ
た
。
明
治
十
六
年
新
年
に

秋
山
寒
緑
（
当
時
四
十
七
歳
頃
）
は
吉
田
英
厚
に
宛
て
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。（
※
断
句
は
筆
者
に
よ
る
）

復
於
吉
田
君
士
發
足
下
、
新
年
賀
章
、
昨
夕
相
達
、
弟
機
傳
之
剛
、
拝
聴
足
下
、
昆
玉
無
恙
、
志
学
勉
励
、
欣
賀
何
若
焉
、
茅
堂

瓦
全
、
請
降
高
意
、
抑
来
諭
書
中
、
荒
川
氏
学
術
云
々
、
所
謂
隠
居
行
其
義
者
乎
非
乎
、
且
所
報
永
井
某
脩
崎
門
之
學
、
其
人
何

想
期
後
鴻
、
更
待
足
下
来
面
晤
、
篤
甫
士
無
皆
然
、
不
独
剛
昆
弟
也
、
前
日
所
約
送
別
蕪
篇
、
労
篤
甫
浄
録
了
、
聊
以
寄
机
下
、

幸
讀
旃
、
論
雖
拙
以
理
勝
為
主
、
其
於
講
習
之
際
、
不
必
無
一
助
云
、
時
下
隆
冬
盛
寒
、
萬
自
重
、
草
々
不
具
、
明
治
十
六
年
一

月
初
六　

寒
緑
秋
山
剛
拝

こ
の
二
通
の
書
簡
か
ら
、
吉
田
は
名
古
屋
の
崎
門
を
代
表
す
る
細
野
要
斎
門
下
と
交
流
し
、「
崎
門
之
学
」
と
は
何
か
と
考
え
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
「
書
中
」
と
あ
る
か
ら
、
昨
年
末
に
吉
田
が
寒
緑
に
宛
て
て
学
問
的
質
問
を
し
、
寒
緑
は
そ
れ
に
応
え
、
自
ら
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の
論
著
（
蕪
篇
）
を
吉
田
に
別
送
し
た
。
こ
こ
に
い
う
「
隠
居
行
其
義
」
と
は
、『
論
語
』
季
氏
篇
の
「
隱
居
し
て
以
て
其
の
志
を
求
め
、

義
を
行
ひ
て
以
て
其
の
道
を
達
す
」
を
踏
ま
え
る
。「
荒
川
氏
」
と
は
荒
川
敬
斎27

（
一
八
四
〇
～
一
九
〇
一
年
）、
勤
王
の
士
と
し
て
知

ら
れ
、
も
と
の
名
を
尾
崎
良
知
と
い
う
。
尾
藩
主
慶
勝
の
側
近
と
し
て
活
躍
し
、
常
盤
村
（
現
：
昭
和
区
）
に
隠
棲
し
て
塾
を
開
き
儒

学
を
教
え
な
が
ら
、
徳
川
家
の
顧
問
も
務
め
た28

。「
永
井
某
」
は
三
宅
尚
斎
の
学
統
を
受
け
継
ぐ
尾
張
崎
門
の
末
裔
細
野
要
斎
の
弟
子
・

永
井
以
保
の
こ
と
で
あ
る
。
永
井
以
保
と
荒
川
良
知
は
細
野
要
斎
の
弟
子
で
、
崎
門
で
は
三
宅
尚
斎
系
統
に
あ
る
。
秋
山
罷
斎
旧
蔵
書

に
は
永
井
以
保
か
ら
崎
門
文
献
を
借
り
て
写
し
た
も
の
も
あ
る29

。
荒
川
の
著
書
『
敬
斎
遺
稿
』「
與
都
築
忍
斎
書
」
が
あ
り
、
都
築
忍

斎
に
宛
て
た
書
簡
の
中
に
「
吉
田
氏
」
と
出
て
く
る
。
こ
の
荒
川
氏
の
議
論
は
親
友
舞
田
に
も
向
け
ら
れ
た
。
市
村
理
吉
氏
の
遺
族
が

保
管
し
て
い
る
資
料
の
中
に
吉
田
英
厚
が
明
治
十
六
年
（
癸
未
：
一
八
八
三
年
）
二
月
九
日
に
書
い
た
草
稿
と
十
日
の
清
書
が
あ
り
、

吉
田
英
厚
は
舞
田
敦
に
宛
て
て
次
の
よ
う
に
記
す
。（
※
断
句
は
筆
者
に
よ
る
。）

向
厚
訪
荒
川
氏
、
録
其
問
答
以
贈
大
兄
、
録
中
及
佐
藤
先
生
之
事
、
大
兄
示
厚
曰
、
或
云
佐
藤
先
生
非
受
崎
門
正
統
者
、
且
先
生

之
学
、
知
行
不
並
行
、
不
可
能
窺
知
云
々
、
大
兄
雖
不
信
腐
儒
之
僻
言
、
貴
諭
似
有
不
穏
、
読
来
茫
然
、
不
知
所
言
、
嗚
呼
、
不

思
大
兄
之
言
至
此
也
。
厚
数
日
憂
憤
、
今
聊
陳
愚
情
、
大
兄
諒
焉
、
今
夫
大
兄
所
学
之
学
、
異
於
先
生
之
学
乎
、
果
異
於
先
生
之

学
、
則
非
厚
所
学
之
学
也
、
夫
先
生
致
力
於
静
坐
云
々
、
静
坐
是
積
徳
之
基
也
、
然
以
為
類
坐
禅
入
定
、
或
為
近
頓
悟
之
学
、
是

不
知
主
静
之
為
要
、
何
足
謂
学
者
乎
、
実
称
学
聖
賢
、
而
不
循
其
明
誨
、
何
謂
学
聖
賢
乎
、
程
朱
常
使
学
者
静
坐
、
則
不
静
坐
、

非
程
朱
之
学
也
。
非
程
朱
之
学
、
則
非
孔
孟
之
学
也
。
信
孔
孟
之
学
、
而
疑
程
朱
之
学
者
、
非
信
孔
孟
之
学
也
。
信
程
朱
之
学
、

而
疑
先
生
之
学
者
、
非
信
程
朱
之
学
矣
。
大
兄
果
信
斯
道
、
則
何
於
先
生
之
学
疑
之
、
有
果
先
生
之
学
、
則
何
信
腐
儒
之
僻
言
之

有
、
厚
所
不
解
也
矣
。
向
祭
山
崎
先
生
与
三
先
生
於
環
翠
楼
、
疑
而
祭
之
、
何
感
格
之
有
、
是
欺
天
也
矣
。
厚
信
大
兄
不
欺
天
、

然
則
当
時
信
、
而
今
者
疑
之
乎
、
若
至
今
而
疑
、
則
尚
所
信
者
非
真
信
也
矣
。
厚
与
大
兄
為
友
久
矣
、
而
自
謂
知
厚
莫
如
大
兄
、
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知
大
兄
莫
如
厚
、
而
今
如
則
向
之
所
知
非
真
知
歟
。
嗚
呼
、
大
兄
夙
志
斯
学
不
疑
、
今
聞
腐
儒
之
僻
言
、
則
当
一
言
以
斥
之
也
。

抑
亦
至
此
何
、
蓋
下
筆
之
誤
歟
。
抑
厚
之
錯
解
歟
。
熟
味
所
呈
佐
藤
先
生
之
学
術
筆
記
、
而
信
其
真
受
正
統
、
則
為
斯
道
之
幸
甚
、

鄙
意
如
此
、
不
審
高
明
以
為
如
何
、
切
待
再
報　

癸
未
二
月
十
日

右
の
引
用
は
清
書
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
草
稿
に
は
前
日
の
日
付
で
「
舞
田
養
浩
大
兄
」
と
宛
先
を
記
入
し
て
あ
り
、
舞
田
敦

（
養
浩
）
に
送
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
佐
藤
直
方
派
の
学
問
を
崎
門
と
認
め
な
い
と
い
う
荒
川
氏
に
対
し
て
、
舞
田
が
す
ぐ

さ
ま
反
論
し
な
か
っ
た
こ
と
に
吉
田
は
愕
然
と
し
た
。
舞
田
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
の
か

と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
舞
田
の
こ
の
態
度
は
、
大
正
二
年
六
月
、
舞
田
敦
が
『
浅
見
絅
斎
全
集
』
の
編
纂
を
企
画

し
全
集
編
纂
会
を
設
立
す
る
が
、
そ
れ
と
関
係
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
清
水
則
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
舞
田
は
明
治
二
十
三
年
か
ら
既
に『
浅

見
絅
斎
全
集
』
編
纂
の
た
め
の
活
動
を
始
め
て
い
た
。
上
述
の
よ
う
に
、
秋
山
罷
斎
は
佐
藤
直
方
系
列
で
は
あ
る
が
、
私
淑
で
特
定
の

道
統
を
持
た
な
い
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
舞
田
は
佐
藤
直
方
よ
り
も
浅
見
絅
斎
に
共
感
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
舞
田
敦
の
思
想
変
遷

を
知
る
資
料
と
し
て
も
非
常
に
重
要
な
書
簡
で
あ
る
。

　

明
治
十
六
年
三
月
一
日
、
秋
山
寒
緑
は
再
び
吉
田
に
書
簡
を
送
っ
た
。
こ
の
時
、
寒
緑
は
『
近
思
録
』
道
体
篇
を
読
み
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
与
え
た
。（
※
断
句
は
筆
者
に
よ
る
。）

辱
芳
簡
拝
読
、
船
程
無
恙
、
達
尾
張
、
欣
賀
何
若
、
茅
舎
依
旧
瓦
全
、
幸
降
意
抑
、
剛
読
近
思
録
道
体
條
、
稍
過
其
半
、
今
昨
所

読
到
、
聊
書
以
寄
於
足
下
、
請
留
意
読
焉

明
道
先
生
曰
、
天
地
生
物
、
各
無
不
足
之
理
、
常
思
天
下
君
臣
父
子
兄
弟
夫
婦
、
有
多
少
不
尽
分
処
。
按
物
字
雖
兼
人
物
、
而
所

以
主
則
在
人
耳
、
須
看
各
無
不
足
之
理
、
與
有
多
少
不
尽
分
処
、
反
照
天
人
不
相
似
之
意
思
、
宇
宙
間
幾
能
尽
得
其
分
、
一
昌
三

歎
、
真
有
余
味
、
其
警
人
也
極
切
矣
。
常
思
字
宜
熟
玩
、
学
者
不
可
不
察
也
。
他
期
後
鴻
、
時
下
春
寒
、
萬
自
重
、
草
々
不
宣　
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明
治
十
六
年
三
月
一
日

再
啓
年
七
夕
、
芳
簡
昨
昏
相
達
拝
読
。
訪
書
肆
秋
田
、
購
得
諸
経
籍
、
欣
賀
欣
賀
、
首
中
二
生
于
今
無
音
信
、
唯
有
士
無
来
訪
耳
、
噫
、

三
月
二
日

　
「
辱
芳
簡
拝
読
、
船
程
無
恙
、
達
尾
張
」
と
あ
る
の
で
、
吉
田
が
二
月
中
に
桑
名
に
来
て
、
桑
名
の
七
里
の
渡
か
ら
尾
張
に
戻
り
、

寒
緑
に
無
事
に
尾
張
に
着
い
た
こ
と
を
伝
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
秋
山
寒
緑
は
『
近
思
録
』
の
「
天
地
生
物
各
無
不
足
之
理
、
常
思
天

下
君
臣
父
子
兄
弟
夫
婦
有
多
少
不
尽
分
処
」
の
朱
子
注
で
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
「
常
思
」
に
対
し
て
こ
れ
を
「
熟
玩
」
せ
よ
と
い
う

一
歩
踏
み
込
ん
だ
解
釈
を
す
る
。「
後
鴻
」
と
言
う
よ
う
に
、
寒
緑
は
吉
田
に
対
し
て
期
待
す
る
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
追
伸

か
ら
、
吉
田
は
前
年
に
罷
斎
と
訪
れ
た
京
都
・
大
阪
だ
け
で
な
く
名
古
屋
で
も
書
籍
を
買
い
集
め
、
文
献
的
な
研
鑽
も
積
ん
で
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
十
五
年
十
一
月
末
の
二
度
目
の
秋
山
罷
斎
と
の
旅
行
の
あ
と
、
約
半
年
間
、
吉
田
は
名
古
屋
に

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
吉
田
は
秋
山
門
下
で
あ
り
な
が
ら
、
敢
え
て
佐
藤
直
方
系
で
は
な
い
崎
門
の
学
問
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
自
分

の
学
問
の
幅
を
拡
げ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

明
治
二
十
四
年
吉
田
英
厚
の
道
学
協
会
退
会

　

明
治
十
六
年
六
月
、
道
学
協
会
の
発
起
人
は
修
治
会
の
鶴
岡
精
斎
・
鵜
沢
遂
庵
、
日
曜
会
の
池
田
謙
蔵
・
吉
川
祐
之
・
宇
高
丹
斎
・

木
村
利
武
お
よ
び
忍
藩
の
村
田
焼
屋
・
芳
賀
観
斎
・
横
須
賀
の
鈴
木
忠
兵
衛
で
、
い
ず
れ
も
三
上
是
庵
の
高
足
た
ち
だ
っ
た30

。
明
治

十
六
年
十
一
月
「
道
学
協
会
雑
誌
」
が
刊
行
さ
れ
、
編
集
人
は
石
井
音
吉
で
あ
る
。
道
学
協
会
創
立
と
同
時
に
上
総
に
支
部
会
が
設
置

さ
れ
、
南
総
支
会
が
設
立
さ
れ
今
井
松
順
が
支
会
長
と
な
っ
た
。
梅
沢
芳
男
「
明
治
時
代
の
崎
門
学
―
道
学
協
会
を
中
心
と
し
て
」
に
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よ
れ
ば
、「
道
学
協
会
雑
誌
七
十
三
号
発
刊
の
後
、
幸
か
不
幸
か
秋
山
罷
斎
門
下
の
吉
田
英
厚
・
舞
田
脱
斎
の
二
氏
が
偶
々
道
学
協
会

と
同
盟
し
て
雑
誌
を
発
刊
し
、
与
に
崎
門
学
の
研
究
に
貢
献
し
た
い
と
云
う
こ
と
で
申
し
込
ん
で
来
た31

」
と
あ
る
。
明
治
二
十
三
年
六

月
十
五
日
に
第
一
再
興
協
議
会
が
開
か
れ
、
吉
田
・
舞
田
が
参
加
し
て
改
正
規
則
の
草
案
の
修
正
が
行
わ
れ
、
第
二
回
再
興
協
議
会
が

同
月
二
十
五
日
に
開
催
、
そ
し
て
七
月
二
十
七
日
に
改
正
規
則
確
定
会
が
開
か
れ
た
。
同
年
十
一
月
二
日
に
は
第
二
確
定
会
が
開
か
れ
、

且
つ
仮
事
務
所
（
神
田
区
小
川
町
十
番
地
好
文
堂
内
）
が
設
け
ら
れ
た
。
道
学
協
会
に
と
っ
て
は
第
七
十
三
号
で
廃
刊
を
予
定
し
て
い

た
と
こ
ろ
に
、
彼
ら
二
人
が
加
入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
規
則
を
改
正
し
『
道
学
遺
書
』
を
刊
行
す
る
こ
と
と
な
り
、
再
興
の
運
び
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
明
治
二
十
三
年
七
月
、『
道
学
遺
書
』
の
発
行
所
を
舞
田
脱
斎
（
東
京
小
石
川
区
小
日
向
台
町
一
丁
目
六
十
六

番
地
）・
発
行
人
を
池
田
謙
蔵
（
芝
区
三
田
綱
町
一
番
地
）
と
し
た
。
吉
田
の
弟
・
吉
田
英
実
も
加
入
し
、
編
集
兼
印
刷
人
と
し
て
名

前
と
住
所
（
東
京
市
四
谷
区
左
門
町
七
十
六
番
地
）
が
あ
る
。

　

明
治
二
十
四
年
、
吉
田
英
厚
は
東
京
の
四
谷
区
左
門
町
に
住
ん
で
い
た
。
同
年
一
月
十
一
日
、
吉
田
邸
で
道
学
協
会
の
総
会
が
開
催

さ
れ
、
会
員
十
一
名
・
賛
成
員
五
名
総
計
十
六
名
が
参
加
し
た
。
当
時
の
会
員
総
数
は
百
四
十
三
名
で
あ
る
。
こ
こ
で
投
票
に
よ
り
幹

事
が
池
田
謙
蔵
、
主
記
が
吉
田
英
厚
、
主
計
が
舞
田
敦
に
決
定
し
た
。
評
議
員
は
石
井
音
吉
・
芳
賀
高
重
・
吉
川
祐
之
・
内
藤
久
米
吉
・

吉
田
英
実
（
吉
田
英
厚
の
弟
）
で
あ
る
。
参
加
メ
ン
バ
ー
及
び
評
議
員
を
見
れ
ば
、
道
学
協
会
は
佐
藤
直
方
系
の
稲
葉
黙
斎
門
下
の
三

上
是
庵
・
石
井
周
庵
を
中
心
と
し
た
団
体
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
吉
田
・
舞
田
は
直
方
系
統
と
し
て
は
奥
平
棲
遅
庵
に
連
な

る
秋
山
罷
斎
門
下
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
先
述
し
て
き
た
よ
う
に
罷
斎
は
道
統
の
な
い
私
淑
に
す
ぎ
ず
、
上
総
道
学
を
中
心
と
し
た
道

統
を
重
ん
じ
る
閉
鎖
的
な
人
々
と
う
ま
く
い
か
な
い
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

　

吉
田
・
舞
田
が
入
会
後
、
約
一
年
で
退
会
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
明
治
二
十
四
年
三
月
刊
行
『
道
学
遺
書
』
の
序
文
と
「
諸
先
輩

方
墓
所
一
覧
」
に
起
因
す
る
。
墓
所
一
覧
に
崎
門
で
は
な
い
藤
原
惺
窩
・
林
羅
山
・
中
村
惕
斎
・
室
鳩
巣
が
含
ま
れ
て
お
り
、
道
学
協
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会
会
員
内
か
ら
不
満
の
声
が
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
吉
田
・
舞
田
は
「
今
の
時
代
は
広
く
朱
門
の
学
者
は
大
同
団
結
す
べ
き32

」
と
考
え

て
い
た
。
梅
沢
氏
は
「
而
し
て
両
者
の
間
に
数
々
深
刻
な
る
書
簡
の
往
復
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
今
悉
く
吾
人
の
手
に
あ
る
が
、
一
々
読

ん
で
ゆ
く
と
互
い
に
微
言
零
語
人
の
肺
腑
を
刺
す
も
の
が
あ
る33

」
と
述
べ
て
い
て
、
彼
ら
は
何
度
も
書
簡
に
よ
る
議
論
を
重
ね
、
埋
め

ら
れ
な
い
溝
を
確
認
し
合
っ
た
。

　

こ
こ
で
そ
の
度
重
な
る
議
論
の
一
部
分
で
あ
る
新
資
料
を
紹
介
し
た
い
。
二
人
の
退
会
の
原
因
は
、
表
向
き
に
言
わ
れ
る
よ
う
な
墓

所
の
問
題
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
吉
田
・
舞
田
が
編
纂
に
携
わ
っ
た
『
道
学
遺
書
』
初
集
巻
一
と
『
道
学
協
会
雑
誌
』
第
七
十
四
号
、

こ
れ
ら
二
つ
に
は
実
は
秋
山
罷
斎
が
関
わ
っ
て
い
る
。『
道
学
遺
書
』
第
六
号
附
録
『
道
学
協
会
雑
誌
』
第
七
十
四
号
（
八
月
二
十
日

刊
行
）
に
は
、
寄
書
と
し
て
「
秋
山
二
先
生
御
手
帖
」
お
よ
び
吉
田
英
厚
に
よ
る
「
記
罷
斎
之
東
遊
之
事
」
を
掲
載
し
た
。「
秋
山
二

先
生
」
と
は
秋
山
寒
緑
と
秋
山
罷
斎
の
こ
と
で
あ
る
。「
記
罷
斎
之
東
遊
之
事
」
は
同
年
四
月
十
六
日
に
秋
山
罷
斎
が
眼
病
治
療
の
た

め
に
東
京
に
き
た
と
き34

の
漢
詩
と
記
録
を
掲
載
し
た
。
も
う
一
方
、
明
治
二
十
四
年
三
月
『
道
学
遺
書
』
初
集
巻
一
に
は
、
本
編
で
あ

る
「
孤
松
全
稿
」
の
前
に
「
刊
道
学
遺
書
序
」
と
い
う
文
を
掲
げ
、
署
名
は
「
道
学
協
会
員
謹
序
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
文
章
は
、

秋
山
罷
斎
が
書
い
た
も
の
で
、
秋
山
自
身
は
「
自
分
は
会
員
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
署
名
を
拒
み
、
吉
田
が
苦
肉
の
策
で
し
た
こ

と
だ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
上
総
道
学
の
人
々
が
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
結
論
か
ら
言
う
と
、
吉
田
は
上
総
道
学
の
一
部
の
人
の
主
張

は
秋
山
罷
斎
に
対
し
て
無
礼
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
和
解
で
き
ず
脱
会
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
養
痾
日
程
』
は
、
舞
田
・
吉
田
の
求
め
に
応
じ
て
秋
山
罷
斎
の
眼
病
治
療
の
目
的
で
企
画
さ
れ
た
旅
の
記
録
あ
る
。
明
治
二
十
四

年
四
月
十
六
日
か
ら
約
一
か
月
に
亙
る
秋
山
罷
斎
の
東
京
滞
在
の
記
録
で
あ
る
。『
養
痾
日
程
』
の
四
月
二
十
日
に
は
「
此
日
道
学
遺

書
第
一
号
刊
成
。
被
贈
其
一
部
」
と
あ
り
、
自
身
が
書
い
た
「
刊
道
学
遺
書
序
」
を
登
載
す
る
『
道
学
遺
書35

』
を
秋
山
罷
斎
は
受
け
取
っ

た
。
そ
の
時
、
罷
斎
は
「
今
日
よ
り
は
流
れ
尽
く
せ
し
隅
田
川　

そ
の
水
く
き
の
跡
を
と
と
め
て
」
と
発
刊
を
祝
し
て
一
句
読
ん
だ
。
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こ
の
滞
在
記
を
見
る
と
、
十
八
日
に
初
め
て
内
田
周
平
と
面
会
し
た
だ
け
で
な
く
、
道
学
協
会
の
宇
高
正
郎
（
丹
斎
、
横
浜
の
人
）
と

会
っ
た
り
吉
田
双
堂
・
山
内
氏
と
会
っ
た
り
様
々
な
人
々
と
の
交
流
し
て
い
る
。
他
に
も
、
罷
斎
は
当
時
ま
だ
珍
し
い
牛
肉
を
食
べ
さ

せ
る
牛
店
に
行
っ
た
り
、
自
動
鉄
道
に
乗
っ
て
「
尤
も
壮
快
」
と
感
想
を
残
し
て
い
た
り
、『
養
痾
日
程
』
は
ガ
チ
ガ
チ
の
崎
門
学
者

と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
裏
切
る
罷
斎
の
人
間
性
が
見
え
て
お
も
し
ろ
い
。

　

そ
の
新
資
料
は
市
村
理
吉
氏
御
遺
族
が
保
管
し
て
い
た
資
料
の
中
の
『
辨
妄
』（
全
五
枚
）
と
題
さ
れ
た
草
稿
で
あ
る
。
明
治

二
十
四
年
八
月
二
十
日
に
刊
行
さ
れ
た
『
道
学
協
会
雑
誌
』
七
十
四
号
巻
末
稟
告
部
分
に
「
今
之
ヲ
公
ニ
シ
其
一
二
ノ
妄
ヲ
辨
ジ
以
テ

吾
儕
ノ
決
心
ヲ
示
ス
」と
吉
田
が
書
い
た
内
容
に
関
わ
る
草
稿
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
長
文
で
は
あ
る
が
、
翻
刻
を
し
た（
後

掲
参
照
）。『
辨
妄
』
の
欄
外
書
入
に
は
「
弁
序
文
」「
規
則
ノ
始
メ
ニ
勅
語
ヲ
掲
ケ
会
員
ト
ア
ル
ハ
妙
ナ
リ
」「
前
ニ
序
ヲ
託
シ
后
排
斥

責
其
無
礼
」「
総
会
ニ
決
シ
タ
ル
則
チ
会
員
ヨ
リ
乞
ヒ
シ
所
以
ナ
リ
」「
道
学
ノ
標
準
」「
程
朱
ノ
宗
旨
ト
崎
門
先
輩
宗
旨
ト
曰
一
ナ
ル

ヲ
論
ズ
」「
神
道
ヲ
論
ス
崎
門
ノ
神
道
学
者
ヲ
奈
何
ト
ス
」「
地
位
ニ
依
リ
テ
学
術
ヲ
信
ス
ル
ノ
愚
ヲ
弁
ズ
」「
太
守
ヲ
先
生
ト
称
セ
シ

の
弁
」「
余
輩
ヲ
異
端
視
ス
ル
を
論
ズ
」
等
、
各
段
の
主
張
の
要
旨
を
記
す
（
後
掲
翻
刻
参
照
）。
そ
の
吉
田
は
、
最
初
に
経
緯
を
次
の

よ
う
に
主
張
す
る
。「
尾
嵜
先
生
」
は
尾
崎
久
愷36

（
明
治
二
十
五
年
八
月
没
）
の
こ
と
で
、
尾
嵜
氏
は
道
学
協
会
発
起
人
の
メ
ン
バ
ー

の
一
人
で
あ
っ
た
。
尾
崎
先
生
が
『
道
学
遺
書
』
の
序
文
執
筆
を
辞
退
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
諸
君
ニ
斗
リ
テ
我
罷
斎
先
生
凾
丈
ニ

乞
フ
コ
ト
ト
ナ
レ
リ
」
と
会
員
の
了
承
を
得
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
署
名
が
「
道
学
協
会
謹
序
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
批
判
さ
れ
た

の
で
あ
る37

。
そ
し
て
吉
田
は
「
前
ニ
序
ヲ
託
シ
后
排
斥
責
其
無
礼
」
の
部
分
で
は
、
最
も
厳
し
く
秋
山
罷
斎
に
対
す
る
無
礼
を
責
め
て

い
る
。「
総
会
ニ
決
シ
タ
リ
則
チ
会
員
ヨ
リ
乞
ヒ
シ
所
以
候
」
と
あ
り
、
道
学
者
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
態
度
、
と
吉
田
は
主
張
す
る
。

つ
ま
り
吉
田
は
正
し
い
手
続
き
を
経
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
難
癖
を
つ
け
た
そ
の
態
度
に
激
怒
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

次
に
「
崎
門
」
と
「
道
学
」
の
認
識
に
つ
い
て
吉
田
は
反
論
し
た
。
事
前
に
吉
田
は
「
先
輩
ト
云
フ
ハ
我
邦
ノ
孔
孟
程
朱
ヲ
標
的
ト
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シ
テ
斯
学
ニ
功
労
ア
ル
先
輩
ハ
其
門
ノ
如
何
ヲ
論
セ
ズ38

」
と
編
集
方
針
を
示
し
て
い
た
。「
先
輩
ト
ハ
崎
門
ニ
限
ル
ト
何
ゾ
其
見
解
ノ

狭
隘
ナ
ル39

」
と
石
井
周
庵
ら
の
見
解
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。『
道
学
協
会
雑
誌
』
第
七
十
四
号
本
文
末
尾
「
秋
山
罷

斎
先
生
與
舞
田
養
浩
吉
田
士
発
手
帖
曰
惕
斎
翁
講
学
筆
記
一
二
摘
出
如
左
（
…
）
先
輩
墓
所
一
覧
ヲ
編
シ
惕
斎
中
村
先
生
ヲ
掲
グ
ル
ニ

及
ン
デ
論
者
往
々
私
意
ヲ
狹
ミ
先
生
ヲ
罵
詈
痛
議
ス
ル
コ
ト
至
ラ
ザ
ル
ナ
シ
」
と
あ
り
、
特
に
中
村
惕
斎
に
対
し
て
猛
烈
な
攻
撃
が

あ
っ
た
。『
道
学
協
会
雑
誌
』
第
七
十
四
号
（
八
月
二
十
日
刊
行
）
稟
告
部
分
末
尾
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

明
治
二
十
四
年
八
月
三
日
東
京
三
田
綱
町
池
田
邸
ニ
於
テ
本
会
役
員
会
ヲ
開
キ
吾
儕
編
集
委
員
等
ハ
向
ニ
藤
林
中
室
四
先
生
及
崎

門
外
ノ
先
輩
ヲ
掲
載
セ
シ
件
ニ
付
評
議
員
石
井
音
吉
君
外
旧
会
員
諸
老
ヨ
リ
吾
儕
ヲ
以
テ
学
術
趣
向
相
南
北
シ
道
学
ヲ
乱
ル
ノ
徒

ト
ナ
シ
又
南
総
支
会
会
員
十
四
名
ヨ
リ
ハ
中
村
惕
斎
ヲ
取
消
ス
ベ
シ
且
其
主
意
貫
徹
セ
ザ
ル
ニ
於
テ
ハ
退
会
ス
ベ
シ
ト
申
出
ラ
レ

タ
レ
ド
モ
吾
儕
ハ
再
興
規
則
ノ
趣
旨
ヲ
遵
奉
シ
事
務
ヲ
執
行
シ
今
ヤ
旧
会
員
ト
見
解
ヲ
異
ニ
シ
吾
儕
ヲ
以
テ
道
学
ヲ
乱
ル
ル
ノ
徒

ト
セ
ラ
ル
ル
ニ
於
テ
ハ
到
底
本
会
ニ
安
ン
ズ
ル
ヲ
得
ズ
故
ニ
当
日
辞
職
ヲ
申
出
デ
タ
リ

「
藤
林
中
室
四
先
生
」（
藤
原
惺
窩
・
林
羅
山
・
中
村
惕
斎
・
室
鳩
巣
の
四
人
）
を
墓
所
一
覧
に
含
め
る
と
い
う
認
識
が
問
題
だ
と
、
南

総
支
会
員
か
ら
中
村
惕
斎
ら
の
取
消
を
激
し
く
要
求
さ
れ
て
い
た
。
吉
田
兄
弟
・
舞
田
の
辞
職
宣
言
の
後
も
臨
時
会
議
が
開
か
れ
た
。

『
道
学
遺
書
』
第
八
号
（
明
治
二
十
四
年
十
一
月
）
稟
告
に
は
池
田
謙
蔵
が
次
の
よ
う
に
載
せ
て
い
る
。

九
月
二
十
日
更
ニ
臨
時
総
会
ヲ
自
宅
ニ
開
キ
シ
ガ
浦
和
ヨ
リ
ハ
村
田
譲
吉
君
南
総
支
会
ヨ
リ
今
井
松
順
君
等
来
会
セ
ラ
レ
テ
相
共

ニ
商
議
セ
ラ
レ
タ
レ
ド
モ
舞
田
吉
田
両
氏
当
初
ノ
意
見
敢
テ
動
カ
ス
斯
ニ
於
テ
愚
見
ヲ
提
出
シ
吉
田
舞
田
二
子
ニ
暫
ク
此
墓
所
一

覧
記
載
ノ
コ
ト
ヲ
中
止
シ
主
客
ノ
論
ハ
之
ヲ
学
術
問
題
ニ
付
シ
広
ク
之
ヲ
会
員
諸
君
ト
討
議
セ
ン
コ
ト
ヲ
欲
望
シ
而
シ
テ
愚
見
ノ

ア
ル
所
ハ
予
テ
本
会
ニ
於
テ
刊
行
セ
ル
小
川
真
砂
第
十
一
道
御
餞
文
講
義
ニ
シ
テ
足
レ
リ
ト
因
リ
テ
之
ヲ
朗
読
シ
テ
我
輩
ノ
陳
述

ニ
換
ヘ
タ
リ
然
レ
ド
モ
両
氏
等
持
論
ヲ
主
張
シ
竟
ニ
議
論
相
合
ハ
ス
シ
テ
解
散
ス
ル
ニ
至
レ
リ
斯
ニ
於
テ
二
子
ノ
辞
職
ハ
最
早
止
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ヲ
得
サ
ル
場
合
ナ
レ
ド
モ
尚
ホ
二
子
ノ
去
ラ
ル
ル
ヲ
欲
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
熱
心
ニ
道
学
遺
書
刊
行
ニ
勤
勉
尽
力
ス
ル
モ
ノ
未
タ
他
ニ

二
子
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
見
ズ
因
リ
テ
十
月
七
日
自
宅
ニ
二
子
ト
相
会
シ
中
止
ノ
コ
ト
ヲ
談
シ
タ
レ
ド
モ
終
ニ
其
事
調
ハ
ス
退
会
シ
テ

事
務
ヲ
引
継
ク
コ
ト
ヲ
約
シ
テ
別
ル
ル
ニ
至
レ
リ

池
田
が
「
主
客
ノ
論
ハ
之
ヲ
学
術
問
題
ニ
付
シ
」
と
片
付
け
た
中
村
惕
斎
の
『
示
蒙
句
解
』
は
『
漢
籍
国
字
解
全
書
』（
明
治
四
十
二

年
刊
）
に
も
採
録
さ
れ
、
明
治
に
は
様
々
な
形
で
刊
行
さ
れ
読
ま
れ
た
朱
子
学
の
基
本
書
で
あ
っ
た
。
吉
田
は
後
掲
す
る
『
辨
妄
』
で

室
鳩
巣
『
大
学
章
句
新
疏
』
と
『
太
極
図
述
』
を
挙
げ
、
石
井
ら
が
自
己
を
「
道
学
」
の
主
と
し
、
中
村
惕
斎
と
室
鳩
巣
ら
を
道
学
と

し
て
認
め
な
い
こ
と
に
対
し
、
分
か
り
合
え
な
い
こ
と
を
悟
っ
た
。
吉
田
は
石
井
周
庵
の
見
識
に
対
し
て
「
道
学
者
の
俗
人
」
と
厳
し

い
言
葉
を
浴
び
せ
、
自
ら
を
「
余
輩
ハ
石
井
君
ノ
道
学
ヲ
乱
ス
ノ
徒
ト
ナ
リ
」
と
宣
言
し
た
。
そ
し
て
前
掲
の
池
田
謙
蔵
が
「
墓
所
一

覧
の
掲
載
中
止
を
提
案
し
た
」
こ
と
に
対
し
て
、
吉
田
は
「
墓
所
保
存
ト
墓
祭
ト
ヲ
混
同
シ
タ
ル
会
員
ア
リ
可
笑
」
と
一
蹴
し
た
。
こ

の
よ
う
に
『
辨
妄
』
と
『
道
学
遺
書
』
第
八
号
稟
告
を
比
べ
て
み
る
と
、
池
田
謙
蔵
が
幹
事
で
あ
り
な
が
ら
、
小
川
真
砂
の
講
義
を
朗

読
し
た
だ
け
で
、
解
決
の
た
め
に
何
も
動
か
な
か
っ
た
こ
と
も
、
吉
田
の
退
会
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
一
因
と
言
え
よ
う
。

　

そ
の
後
、
吉
田
・
舞
田
は
明
治
二
十
七
年
頃
ま
で
秋
山
罷
斎
が
進
め
て
い
た
『
桑
名
前
修
遺
書
』
の
編
纂
に
携
わ
っ
た
。
二
十
七
年

中
に
は
、
辞
令
に
よ
っ
て
吉
田
は
朝
鮮
に
渡
り
、
二
十
八
年
正
月
は
朝
鮮
で
迎
え
た
。
舞
田
も
山
梨
勤
務
と
な
り
、
脱
然
書
院
を
開
く

が
、
そ
の
後
朝
鮮
全
州
勤
務
と
な
り
日
本
を
離
れ
た
。
市
村
家
御
子
孫
が
保
存
す
る
資
料
の
中
に
は
、
明
治
二
十
八
年
乙
未
事
変
で
混

乱
し
た
朝
鮮
全
州
か
ら
、
帰
国
し
た
吉
田
を
労
う
秋
山
寒
緑
と
罷
斎
の
書
簡
も
あ
る
。
明
治
二
十
八
年
秋
十
一
月
、
楠
本
正
翼
は
針
生

か
ら
大
阪
へ
の
旅
に
出
て
『
東
遊
日
暦
』
を
記
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
十
二
月
一
日
に
吉
田
士
発
に
面
会
し
、
五
日
に
は
再
度
吉
田

を
訪
問
、
八
日
に
吉
田
の
勤
務
先
で
あ
る
電
信
局
を
訪
ね
、
そ
こ
か
ら
楠
本
正
翼
は
奈
良
へ
向
か
っ
た
。
吉
田
英
厚
は
「
大
阪
市
西
区

立
売
堀
南
通
り
六
丁
目
八
番
地
」
の
市
村
宅
（
市
村
理
吉
の
父
宅
）
に
居
り
、
当
時
大
阪
で
暮
ら
し
て
い
た
。
同
三
十
一
年
に
は
小
田
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原
駐
在
を
命
ぜ
ら
れ
、
明
治
三
十
二
年
楠
本
正
翼
の
『
東
遊
日
暦
』
に
記
録
さ
れ
た
住
所
で
は
、
吉
田
英
厚
の
住
所
は
「
水
戸
市
南
町
」

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
『
東
遊
日
暦
』
備
忘
録
に
は
「
吉
田
英
厚
、
字
士
發
、
学
秋
山
罷
斎
。
明
治
二
十
七
年
以
職
訪
朝
鮮
、
在
京
城

求
李
退
渓
全
集
不
得
、
僅
得
年
譜
及
続
集
初
一
冊
云
、
年
譜
較
之
書
抄
所
載
甚
詳
、
又
心
経
及
近
思
録
集
註
…
」
と
あ
る
。
そ
れ
に
続

け
て
「
土
津
霊
社
言
行
録　

写
本
二
冊
、
玉
山
講
義
附
録
師
説　

写
本
、
二
程
造
道
論　

写
本
一
冊
、
退
渓
年
譜　

朝
鮮
本
一
冊
、
退

渓
文
集
続
集
初
一
冊　

朝
鮮
本
、
右
吉
田
厚
氏
所
持
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
吉
田
英
厚
は
朝
鮮
、
大
阪
、
そ
の
後
小
田
原
、
水
戸

と
転
勤
に
な
る
が
、
秋
山
罷
斎
と
は
一
貫
し
て
書
面
に
よ
る
交
流
を
続
け
た
。『
東
西
雁
魚
』（
桑
名
市
立
図
書
館
所
蔵
）
に
吉
田
英
厚

に
よ
る
罷
斎
宛
の
書
簡
が
残
っ
て
い
る
。

さ
い
ご
に

　

以
上
の
よ
う
に
、『
道
学
協
会
雑
誌
』『
道
学
遺
書
』
に
関
わ
る
吉
田
・
舞
田
の
退
会
は
、
秋
山
罷
斎
に
無
礼
を
働
い
た
こ
と
が
許
せ

な
か
っ
た
と
い
う
の
が
真
相
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
公
刊
さ
れ
た
退
会
の
経
緯
に
は
、
秋
山
罷
斎
の
名
が
全
く
な
く
、「
諸
先
輩

墓
所
一
覧
」
に
藤
原
惺
窩
・
林
羅
山
・
中
村
惕
斎
・
室
鳩
巣
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

上
総
道
学
が
自
ら
の
主
張
を
正
当
化
す
た
め
に
秋
山
へ
の
無
礼
を
隠
蔽
し
た
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。
昭
和
以
降
、
梅
沢
芳
男
ら
上
総
道

学
の
喧
伝
の
力
が
強
か
っ
た
た
め
、
現
在
に
至
る
ま
で
そ
の
経
緯
に
疑
い
の
目
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
吉
田
の『
辨

妄
』
の
翻
刻
に
よ
っ
て
、
石
井
周
庵
を
は
じ
め
と
す
る
上
総
道
学
一
派
の
セ
ク
ト
主
義
が
白
日
の
下
に
さ
ら
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
吉

田
は
退
会
後
、
道
学
協
会
と
交
流
を
し
て
い
る
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
が
、
今
後
梅
沢
芳
男
が
残
し
た
文
書40

な
ど
の
調
査
が
進
め
ば
、
新

し
い
資
料
が
出
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
。
桑
名
市
立
図
書
館
所
蔵
『
東
西
雁
魚
』
所
収
の
明
治
四
十
二
年
の
吉
田
英
厚
書
簡
に
は
「
薩
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藩
程
朱
学
系
譜
略
」
と
題
し
た
図
が
あ
り
、
吉
田
が
退
会
後
も
ず
っ
と
闇
斎
派
と
道
学
の
問
題
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
秋

山
罷
斎
が
進
め
て
い
た
『
桑
名
前
脩
遺
書
』
の
編
纂
を
手
伝
っ
た
後
、
吉
田
は
明
治
二
十
七
年
末
ま
で
に
日
清
戦
争
で
混
迷
に
あ
っ
た

朝
鮮
に
赴
任
し
、
秋
山
の
も
と
を
去
る
が
書
簡
に
よ
る
交
流
は
絶
え
間
な
く
続
い
た
。
同
二
十
八
年
一
月
秋
山
罷
斎
は
「
先
賢
遺
冊
自

韓
山
」
と
詠
ん
で
送
っ
た
。
こ
の
「
先
賢
遺
冊
」
と
は
『
李
退
渓
全
集
』
の
こ
と
で
、
吉
田
は
李
退
渓
の
資
料
を
秋
山
に
送
っ
て
い
た
。

こ
の
後
、
吉
田
英
厚
は
事
業
家
と
し
て
活
動
し
、
表
向
き
に
は
崎
門
学
者
と
し
て
の
姿
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
北
海
道
の
農

場
に
投
資
し
、
海
外
貿
易
に
携
わ
り
「
日
本
商
会
」
の
一
員
と
し
て
、
神
戸
の
御
影
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
る
。
ガ
ス
会
社
を
起
業

し
て
、
明
治
四
十
二
年
英
米
に
派
遣
さ
れ
、
四
十
四
年
に
再
び
欧
州
へ
出
張
す
る
な
ど
、
英
厚
は
機
械
を
考
案
し
て
特
許
を
取
っ
て
事

業
を
拡
大
し
て
い
た
。

　

一
方
、
吉
田
が
道
学
協
会
と
袂
を
別
っ
た
あ
と
、
石
井
周
庵
と
交
流
の
あ
っ
た
谷
干
城
（
土
佐
南
学
の
谷
秦
山
の
子
孫
）
が
内
田
周

平
を
高
く
評
価
し
、
池
田
謙
蔵
は
内
田
周
平
を
道
学
協
会
へ
引
き
入
れ
た
。
道
学
協
会
は
内
田
周
平
と
い
う
広
告
塔
を
得
た
の
で
あ
る
。

明
治
四
十
年
十
月
に
山
崎
闇
斎
に
正
四
位
追
贈
の
命
が
あ
り
、
内
田
・
池
田
が
主
と
な
っ
て
同
年
十
二
月
十
五
日
に
贈
位
の
祭
典
を
東

京
大
神
宮
で
行
っ
た
。
そ
の
後
明
治
四
十
二
年
八
月
、
内
田
周
平
が
山
崎
闇
斎
の
祠
堂
碑
を
記
し41

、
京
都
で
祭
祀
を
行
っ
た
。「
闇
斎

山
崎
先
生
祠
堂
碑
」
の
発
企
は
谷
干
城
、
協
賛
は
池
田
謙
蔵
で
あ
る
。
大
正
期
に
な
っ
て
内
田
周
平
が
崎
門
を
代
表
す
る
人
物
と
な
っ

て
い
き
、
そ
の
門
人
・
近
藤
啓
吾
が
崎
門
学
派
研
究
を
推
進
し
、
石
井
周
庵
の
系
列
の
上
総
道
学
は
梅
沢
が
率
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
時
期
に
、
桑
名
で
は
秋
山
を
顕
彰
す
る
「
桑
名
尚
徳
會
」
と
、
篤
好
書
院
同
窓
会
（
白
賁
書
院
同
窓
会
）
が
設
立
さ
れ
た
が
、
秋
山

の
学
問
は
地
元
の
有
志
と
門
人
以
外
に
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
吉
田
英
厚
は
、
大
正
十
五
年
十
一
月
か
ら
昭
和

二
年
八
月
に
か
け
て
『
白
賁
書
院
書
庫
目
録
』（
第
一
次
秋
山
文
庫
目
録
）
を
編
纂
し
た42

。
吉
田
英
厚
の
妹
（
操
）
の
長
男
で
あ
る
市

村
理
吉
（
士
勝
）
は
桑
名
に
赴
き
、
昭
和
四
年
十
一
月
秋
山
罷
斎
が
亡
く
な
る
直
前
、
罷
斎
の
講
義
録
を
筆
写
し
、
同
年
十
一
月
十
七
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日
こ
れ
ら
を
白
賁
書
院
に
納
め
た
。
そ
の
一
部
が
現
在
大
東
文
化
大
学
に
あ
る
秋
山
罷
斎
の
著
作43

で
あ
る
。
こ
れ
ら
市
村
理
吉
と
白
賁

書
院
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
の
稿
で
述
べ
る
予
定
で
あ
る
。

吉
田
英
厚
『
辨
妄
』
翻
刻

序
文
ニ
姓
名
ヲ
記
セ
ス
シ
テ
会
員
謹
序
ト
セ
シ
ハ
既
ニ
之
レ
ヲ
先
キ
ニ
諸
君
ニ
向
テ
対
ヘ
タ
ル
モ
猶

諸
君
ハ
覚
メ
ス
再
ヒ
辨
説
ス
ル
ノ
場
合
ニ
会
セ
リ

何
ヲ
以
テ
之
レ
ニ
向
テ
不
満
足
タ
ル
カ
抑
モ
此
序
文
ハ
尾
嵜
先
生
ニ
託
セ
シ
モ
老
ノ
為
メ
ニ
辞
セ
シ
於
是
諸
君
ニ
斗
リ
テ
我　

罷
斎
先

生
凾
丈
ニ
乞
フ
コ
ト
ト
ナ
レ
リ
然
ル
ニ
凾
丈
示
セ
ン
云
余
ハ
会
員
ニ
ア
ラ
ズ
其
任
ニ
当
ル
ヲ
得
ズ
ト
再
三
乞
フ
モ
依
然
タ
リ
既
ニ
此
ニ

至
リ
シ
ナ
レ
バ
無
已
欠
序
ノ
心
組
ナ
リ
シ
モ
実
ニ
其
失
体
ヲ
憂
ヒ
テ
然
ル
刊
行
ノ
期
ニ
迫
リ
タ
レ
バ
既
ニ
諸
君
ニ
斗
リ
シ
以
上
ナ
レ
バ

決
然
会
員
ニ
代
リ
テ
又
請
シ
所
以
ナ
リ
然
ル
ニ　

凾
丈
ノ
自
署
ナ
キ
ハ
前
書
会
員
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
採
筆
ヲ
乞
ヒ
シ
モ
道
学
ニ
志
ス
モ
ノ

ノ
遺
書
ヲ
読
ム
ノ
精
神
乃
チ
遺
書
ニ
入
ル
ノ
境
域
希
聖
ノ
二
字
ヲ
以
テ
セ
ラ
レ
タ
レ
バ
此
ニ
十
分
ト
云
フ
ベ
シ
諸
君
ニ
シ
テ
希
聖
ノ
精

神
ナ
ク
シ
テ
何
ヲ
以
テ
全
稿
ヲ
読
ン
ト
ス
ル
カ
而
シ
テ
其
意
ヲ
代
表
ス
ル
ニ
於
テ
何
ノ
不
可
ア
ラ
ン
若
シ
会
員
一
同
ノ
承
諾
ナ
キ
故
不

可
ト
セ
ラ
ル
事
ナ
レ
バ
此
ハ
統
斗
論
ニ
シ
テ
今
日
ノ
事
勢
ナ
ル
故
諸
君
モ
満
足
セ
ラ
ル
ベ
シ
乍
併
余
輩
ハ
大
ニ
諸
君
ノ
所
謂
怪
異
ニ
堪

ヘ
サ
ル
ナ
リ
何
ト
ナ
レ
バ
規
則
ノ
初
メ
ニ
諸
君
ト
共
ニ
奉
載
シ
テ　

勅
語
ヲ
掲
ケ
シ
ナ
リ
署
シ
テ
云
臣
道
学
協
会
員
等
敬
識
ト
ナ
シ
タ

リ
諸
君
ハ
未
タ
之
ニ
心
付
サ
ル
カ
掲
示
ノ
コ
ト
ハ
恐
ラ
ク
ハ
勿
論
ナ
ラ
ン
而
シ
テ
其
付
言
ニ
至
リ
テ
ハ
如
何
ナ
ル
考
ヲ
有
セ
ラ
ル
カ
事

体
固
大
ナ
リ
所
係
亦
大
ナ
リ
余
ハ
之
レ
ヲ
筆
シ
テ
未
タ
諸
君
ノ
印
証
ヲ
得
サ
ル
ナ
リ
諸
君
ノ
意
モ
亦
恐
ラ
ク
ハ
之
ニ
外
ナ
ラ
サ
ル
ベ
シ

然
リ
而
シ
テ
諸
君
モ
満
足
セ
ラ
レ
シ
ナ
ラ
ン
未
タ
其
評
語
ヲ
聞
カ
ザ
ル
ナ
リ
未
ダ
妄
論
者
ア
ル
ヲ
聞
カ
ザ
ル
ナ
リ
而
シ
テ
論
者
ハ
之
レ
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ヲ
咎
ム
ル
ト
セ
バ
果
シ
テ
何
ト
書
セ
ン
ト
ス
ル
カ

我
師
ハ
会
員
ニ
ア
ラ
ズ
諸
君
ハ
既
ニ
序
文
ヲ
乞
ハ
ン
ト
ス
諸
君
ハ
何
ヲ
苦
テ
至
于
今
如
此
呶
々
ス
ル
カ
余
ハ
云
ハ
ン
ト
ス
論
者
ハ
実
ニ

礼
ヲ
知
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
前
ハ
之
レ
ヲ
乞
ヒ
今
ハ
之
ヲ
排
ス
三
歳
ノ
子
モ
如
此
無
礼
ノ
言
ハ
為
ス
ヲ
屑
ト
セ
サ
ル
ベ
シ
且
ツ
崎
門
以
外

ニ
道
学
者
ナ
シ
ト
ノ
論
ニ
シ
テ
我
師
ニ
乞
序
前
ニ
シ
テ
托
シ
今
ニ
シ
テ
ハ
嗚
呼
承
知
シ
テ
呉
レ
サ
レ
バ
ヨ
カ
リ
シ
ニ
ト
ノ
意
カ
可
笑
ノ

甚
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
無
礼
此
ニ
至
リ
テ
極
処
ニ
達
ス

抑
モ
如
此
ノ
コ
ト
道
学
者
ト
任
ス
ル
ノ
人
ノ
言
ト
シ
テ
自
カ
ラ
満
足
ス
ル
カ

先
輩
ト
ハ
崎
門
先
輩
ノ
ミ
ト
故
ニ
以
外
ノ
人
ハ
可
刪
道
学
遺
書
中
ニ
編
入
ス
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
决
然
除
キ
去
ラ
ザ
レ
バ
本
会
ノ
名

称
ヲ
背
戾
ス
ト
天
与
人
以
仁
義
礼
智
之
性
孔
孟
程
朱
立
教
以
示
万
世
道
学
者
之
出
豈
特
崎
門
而
已
哉
ト
云
ハ
ン
ノ
ミ
若
シ
夫
レ
崎
門
ノ

外
道
学
ナ
シ
ト
云
ナ
レ
バ
余
ハ
十
分
弁
ゼ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
道
ナ
ル
モ
ノ
ハ
果
シ
テ
何
処
ニ
ア
ル
ト
云
フ
カ
道
ハ
天
下
公
共
底
ノ
モ
ノ
ナ

リ
而
シ
テ
人
々
衆
理
ヲ
備
ヘ
テ
万
事
ニ
応
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
抑
モ
学
理
ニ
於
テ
崎
門
ト
限
リ
タ
ル
カ
誤
ナ
リ
余
ハ
程
朱
ニ
従
テ
崎
門
先

輩
ヲ
信
ス
ル
ノ
ミ
程
朱
ヲ
棄
テ
崎
門
先
輩
ニ
只
依
ル
ハ
好
マ
サ
ル
所
ナ
リ
語
ヲ
転
セ
バ
程
朱
ニ
従
テ
失
ア
ル
モ
程
朱
背
イ
テ
得
ア
ル
ヲ

欲
セ
ス
ト
云
コ
ト
ナ
リ
崎
門
ノ
宗
旨
ニ
シ
テ
程
朱
ノ
宗
旨
ト
異
ナ
ル
ナ
ラ
バ
崎
門
先
輩
ハ
信
ス
ル
ニ
足
ラ
ズ
ト
云
ハ
ン
ノ
ミ
然
ル
ニ
先

輩
ハ
程
朱
ノ
宗
旨
ヲ
宗
旨
ト
ス
故
ニ
余
ハ
深
ク
信
ス
ル
ノ
ミ
論
者
ノ
伝
来
ス
ル
所
ノ
学
ナ
ル
モ
ノ
ハ
果
シ
テ
何
ノ
学
カ
理
ニ
背
キ
テ
崎

門
先
輩
ニ
従
ハ
ン
ト
言
フ
カ
姫
嶋
講
義
ニ
学
問
ノ
不
振
卑
ト
小
ト
ニ
由
ル
ナ
リ
孤
松
先
生
ノ
憂
ヘ
ラ
ル
ル
如
ク
論
者
ノ
言
ノ
如
ク
ナ
レ

バ
卑
小
ナ
リ
ト
言
ハ
サ
ル
ヲ
得
ズ
之
レ
ヲ
以
テ
崎
門
先
輩
ノ
学
系
ヲ
継
ク
ト
ハ
可
笑
ノ
甚
シ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
故
ニ
緒
言
ニ
山
崎
先
生
而

下
其
人
不
乏
モ
余
輩
ノ
所
措
ヲ
以
テ
苦
ン
テ
求
メ
タ
ト
ノ
言
矛
盾
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヲ
知
ラ
ン
理
ニ
於
テ
其
内
外
ヲ
言
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ

ズ
程
朱
ノ
書
ニ
ヨ
リ
テ
得
ラ
レ
タ
ル
人
ナ
レ
バ
道
学
者
ナ
レ
バ
崎
門
ノ
外
ニ
モ
ア
リ
内
外
ノ
区
別
ハ
必
用
ナ
シ
一
覧
中
ニ
載
不
載
ニ
テ

分
明
ナ
ラ
ン
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抑
モ
崎
門
ノ
内
ニ
モ
嘸
俗
人
多
カ
ル
ベ
シ
序
文
ニ
ハ
崎
門
ト
ハ
ナ
シ
朱
子
学
者
ト
云
テ
モ
孔
孟
ヲ
本
尊
ニ
ス
ル
ト
テ
自
カ
ラ
区
別
ア

リ
一
覧
ニ
ヨ
リ
テ
知
ル
ベ
シ
兎
角
門
派
ノ
弊
ヨ
リ
シ
テ
見
ル
事
毎
ニ
錯
ス
異
学
ハ
無
論
程
朱
ヲ
標
準
ト
シ
テ
少
シ
ノ
差
ニ
テ
同
席
ナ
ラ

ヌ
ト
ハ
小
ナ
ル
ノ
考
ニ
シ
テ
厳
ナ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
卑
小
ナ
ル
見
ナ
リ

程
朱
ノ
外
少
シ
宛
ノ
差
ア
ル
ヘ
シ
之
レ
ヲ
以
テ
丸
テ
一
人
ヲ
蔽
フ
ハ
不
可
ナ
リ
全
体
ニ
付
テ
見
ル
ヘ
シ
序
文
ニ
ハ
特
ニ
山
崎
先
生
ノ
学

筋
ヲ
伝
エ
ン
ト
ハ
ナ
シ
門
派
ノ
見
ヨ
リ
ハ
或
ハ
左
見
ア
ル
ヘ
シ
室
先
生
一
人
ヲ
是
非
ス
ル
ハ
未
也
道
学
ノ
一
門
ニ
篭
ム
ヘ
キ
ヤ
否
ヤ
ヲ

第
一
ニ
見
ル
ヘ
シ
孤
松
先
生
ハ
口
ヲ
極
メ
テ
室
先
生
ヲ
称
ス
然
ル
ニ
其
伝
流
ヲ
汲
ム
ト
自
ラ
言
テ
室
先
生
ヲ
排
斥
ス
ル
ハ
論
者
ハ
自
ラ

不
知
孤
松
先
生
ヲ
排
斥
ス
ル
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
若
シ
果
シ
テ
不
然
ト
セ
バ
此
一
言
ノ
ミ
孤
松
先
生
ノ
言
ヲ
不
信
ト
云
ウ
ニ
ア
ル
カ
」
論
者
ハ

云
フ
道
学
協
会
ハ
山
崎
先
生
ノ
学
ヲ
伝
ヘ
ン
ト
ス
ル
ノ
会
ナ
リ
ト
実
ニ
此
会
ハ
如
此
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
程
朱
ノ
学
ヲ
伝
ヘ
ン
ト
ス
ル
ノ
協

会
ナ
リ
程
朱
ニ
醇
乎
タ
ル
先
輩
ノ
学
ヲ
伝
ヘ
ン
ト
ス
ル
ノ
会
ナ
リ
若
シ
山
崎
先
生
ノ
学
ヲ
伝
ヘ
テ
程
朱
ノ
学
ヲ
伝
フ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ

ト
セ
バ
神
道
学
者
モ
此
会
ニ
含
蓄
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
カ
余
ハ
云
ハ
ン
神
道
ハ
関
所
破
ナ
リ
ト
先
キ
ニ
論
者
ハ
室
先
生
ヲ
目
シ
テ
関
所
破

リ
ナ
リ
ト
可
笑
ノ
甚
シ
キ
モ
ノ
ナ
リ
孤
松
先
生
ハ
大
学
新
疏
ノ
後
篇
ニ
跋
シ
テ
云
ク

　

・ 

朱
子
ノ
䟽
以
来
ノ
文
字
ニ
シ
テ
吾
邦
開
闢
以
来
ノ
一
人
ナ
リ
吾
党
ノ
后
生
一
物
ア
リ
テ
先
生
ヲ
カ
ロ
カ
ロ
シ
ク
思
フ
ハ
以
ノ
外
ナ

リ
徒
ニ
不
求
益
ト
云
フ
ベ
シ

　

・ 

駿
台
雑
話
ハ
神
武
以
来　

筆
記
ナ
リ

　

・ 

羅
山
先
生
誠
ニ
我
邦
闔
（
開
）
国
以
来
ノ
大
儒
ナ
リ
此
後
仁
斎
カ
妄
説
出
天
下
ニ
公
行
ス
ル
比
鳩
巣
先
生
出
大
学
新
䟽
ヲ
著
ハ
シ

彼
輩
ノ
妄
説
不
弁
ト
モ
百
年
論
定
レ
リ
然
レ
ハ
此
二
家
ハ
今
日
ニ
在
リ
テ
尊
重
ス
ヘ
キ
コ
ト
此
二
家
ヲ
首
倡
ト
ナ
シ
テ
実
学
ノ
徒

ヲ
開
ク
ニ
何
モ
憚
リ
ナ
シ
サ
レ
バ
二
家
ハ
吾
㑪
浪
人
儒
者
ノ
依
帰
タ
ル
ヘ
シ
但
シ
二
家
未
十
分
ナ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ア
ラ
バ
亦
大
家
ニ

商
量
ス
ヘ
シ
却
テ
忠
臣
ト
云
フ
ベ
シ
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・ 
大
学
新
䟽
、
大
極
図
述
ア
ル
ニ
テ
モ
鳩
巣
先
生
ハ
文
字
訓
詁
之
学
ニ
ア
ラ
ズ

夫
レ
大
学
ハ
道
学
ノ
規
模
ノ
大
ヲ
極
メ
節
目
ノ
詳
ナ
ル
ヲ
尽
ク
ス
ノ
書
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
而
シ
テ
大
極
図
ハ
道
学
ノ
精
微
蘊
奥
ヲ
発
揮
セ
ラ

レ
タ
ル
書
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
之
レ
ヲ
解
リ
或
ハ
少
差
ナ
キ
ヲ
保
セ
ズ
ト
雖
モ
孤
松
先
生
ハ
既
ニ
如
是
ニ
称
賛
セ
ラ
レ
タ
リ
論
者
云
フ
鳩
巣
先

生
ノ
大
学
ハ
文
義
ヲ
解
カ
レ
タ
ル
ニ
止
マ
レ
リ
ト
文
義
ニ
ヨ
ラ
ズ
シ
テ
道
ニ
深
ク
入
ル
モ
ノ
ア
ル
カ
文
義
ヲ
離
レ
テ
妙
旨
ア
ル
処
ア
ル

カ
加
之
孤
松
先
生
ハ
常
ニ
云
フ
佐
藤
先
生
ヲ
佐
藤
子
ト
其
他
子
ヲ
以
テ
称
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
雖
ド
モ
室
先
生
ヲ
以
テ
毎
ニ
子
ヲ
以

テ
同
ク
称
セ
ラ
ル
ヲ
見
テ
モ
少
シ
ハ
注
意
ア
ル
ヘ
シ
一
例
ヲ
見
ス

論
者
云
中
室
先
生
ノ
世
ニ
大
功
ア
ル
コ
ト
ヲ
聞
カ
ズ
ト

見
聞
ノ
卑
小
ナ
ル
ニ
驚
ク
論
者
ハ
孤
松
先
生
学
ヲ
汲
ム
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
ヤ
孤
松
全
稿
ハ
一
閲
セ
シ
コ
ト
ハ
ナ
キ
モ
ノ
ト
考
フ
中
村
先
生

ノ
事
ハ
当
時
通
交
不
頻
或
ハ
不
可
知
室
先
生
ノ
事
ニ
至
リ
テ
ハ
既
ニ
前
言
ス
ル
コ
ト
ニ
テ
分
明
ナ
ラ
ン
抑
識
監
ナ
ク
シ
テ
徒
ニ
先
輩
ヲ

盲
信
ス
ル
モ
ノ
ハ
野
父
ノ
釈
迦
ヲ
信
ス
ル
ノ
一
般
ノ
観
タ
リ
藤
林
二
家
ハ
世
ニ
大
功
ア
レ
ド
モ
闇
斎
佐
藤
二
先
生
不
必
称
之
至
我
父
師

屢
称
之
不
称
者
是
以
見
其
挺
世
豪
傑
之
気
与
風
門
髙
峻
屢
称
之
者
是
以
見
其
能
量
敦
厚
之
象
与
教
術
真
意
云
々
惣
テ
功
ノ
有
無
ハ
其
学

ト
人
ト
ヲ
知
テ
后
ニ
語
ル
ベ
シ
濫
リ
ニ
妄
言
ヲ
ナ
シ
テ
自
己
ノ
門
風
退
モ
敗
ル
ナ
カ
レ
余
以
為
ラ
ク
論
者
ハ
余
輩
ヲ
以
テ
究
格
ノ
至
ラ

サ
ル
ヨ
リ
シ
テ
中
室
二
先
生
ヲ
信
ス
ト
既
ニ
七
十
四
号
雑
誌
ニ
中
村
先
生
ノ
伝
ヲ
掲
ケ
語
抄
ヲ
示
ス
而
シ
テ
未
ダ
門
派
ノ
弊
見
蔽
ハ
レ

未
タ
覚
ラ
ズ
ト
ハ
究
格
ノ
路
ヲ
不
知
ノ
人
ナ
ラ
ン
況
ン
ヤ
孤
松
全
稿
ニ
於
テ
十
分
分
明
ナ
ル
室
先
生
ヲ
疑
フ
如
キ
何
ヲ
以
テ
究
格
ト
ス

ル
カ
其
人
其
学
全
体
少
過
何
如
ト
不
察
セ
シ
テ
徒
ニ
之
レ
ヲ
外
ニ
ス
ル
ハ
門
流
ヲ
尊
フ
ヲ
知
リ
テ
道
理
ヲ
学
フ
ヲ
知
ラ
サ
ル
ノ
徒
タ
ル

ノ
ミ
乃
チ
道
学
者
ノ
俗
人
ナ
ル
カ
元
来
地
位
ニ
依
リ
テ
之
ヲ
信
ル
ハ
学
理
ノ
許
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
記
憶
セ
ド
モ
苟
モ
鞭

策
録
ノ
序
ヲ
一
閲
セ
ハ
少
シ
ハ
其
弊
ヲ
覚
ル
ヘ
シ
佐
藤
子
云
至
門
専
其
学
徒
阿
所
好
安
排
造
為
瞞
人
自
誣
両
無
所
得
而
后
已
矣
是
正
有

古
之
所
患
者
而
近
世
為
尤
甚
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墓
所
保
存
ト
墓
祭
ト
ヲ
混
同
シ
タ
ル
会
員
ア
リ
可
笑
古
ニ
ア
ロ
ウ
ガ
ナ
カ
ロ
ウ
ガ
無
構
若
シ
ナ
ケ
レ
バ
保
存
ナ
ル
コ
ト
ハ
義
起
ス
ヘ
シ

礼
ハ
古
ニ
泥
ム
ナ
カ
レ
ト
ハ
此
ヲ
云
フ
ナ
リ

我
師
事
終
徳
諸
言
ノ
冒
頭
ニ
墓
者
所
以
托
形
寧
体
也
豈
可
忽
哉
云
々
墓
ト
冒
頭
ニ
書
キ
出
ス
コ
ト
ハ
無
理
ト
此
レ
ハ
読
者
ノ
不
文
ヨ
リ

文
字
ヲ
不
解
モ
ノ
ナ
リ

道
不
同
不
相
為
謀
注
不
同
如
善
悪
邪
正
之
類

南
瓜
ノ
喩
ア
リ
妙
絶
余
ハ
口
ヲ
開
キ
テ
閉
ツ
ル
能
ハ
サ
リ
シ
内
藤
新
宿
ハ
南
瓜
ノ
名
物
人
間
ニ
ハ
道
理
ノ
名
物
道
学
ハ
人
間
ノ
品
撰
ス

ル
コ
ト
カ
崎
門
内
ニ
ハ
天
ノ
賜
ア
リ
以
外
ニ
ハ
其
幸
ナ
キ
カ
若
シ
反
之
仁
義
忠
孝
ハ
人
間
ノ
名
物
ト
セ
ハ
何
ゾ
少
々
ナ
ル
門
専
其
学
ニ

セ
ン
ヤ
余
輩
ヲ
目
シ
テ
道
学
ヲ
乱
ル
ノ
徒
ナ
シ
タ
リ
実
ニ
石
井
君
ノ
見
ヨ
リ
見
レ
バ
或
ハ
然
ラ
ン
カ
乍
然
余
ハ
此
ニ
二
字
ヲ
加
エ
ン
ト

ス
余
輩
ハ
石
井
君
ノ
道
学
ヲ
乱
ス
ノ
徒
ト
ナ
リ

太
守
ヲ
先
生
ト
云
ハ
レ
シ
コ
ト
先
例
ナ
シ
義
起
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ヲ
義
起
ス
ル
ナ
カ
レ
ト
是
レ
何
ノ
言
ゾ
ヤ
大
守
ナ
ル
資
額
於
余
輩

何
有
ラ
ン

余
輩
ノ
尊
信
ス
ル
モ
ノ
道
学
先
生
故
尊
信
ス
ル
モ
ノ
ニ
一
例
ヲ
以
テ
示
サ
ン
カ
子
思
ノ
以
位
〇
於
我
モ
ノ
ト
云
コ
ト
ナ
リ
其
意
ヲ
推
セ

ハ
子
思
ノ
眼
中
爵
位
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
孤
松
先
生
答
○
○
某
書
余
ノ
奴
婢
ノ
贄
ヲ
講
云
ヒ
シ
コ
ト
ハ
朋
友
通
財
ノ
義
ア
ラ
バ
放
テ
無
妨
ト

云
コ
ト
ヲ
記
憶
セ
ザ
ル
カ
之
レ
ニ
因
テ
見
レ
バ
先
生
ト
称
ス
ル
ハ
義
起
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
例
ア
ル
ニ
足
下
等
ガ
前
例
ナ
シ
ト
云
フ
コ
ト
ニ

ヨ
リ
例
ナ
ケ
レ
バ
義
起
ニ
テ
ヨ
メ
ル
ヘ
シ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
足
下
等
ハ
主
張
セ
ズ
ト
モ
ヨ
キ
コ
ト
ヲ
主
張
ス
ル
好
事
家
ナ
ル
カ
ナ
」　

然

ル
ニ
兎
角
ノ
議
論
ハ
扨
置
余
輩
ヲ
以
テ
異
端
視
セ
ラ
ル
此
事
タ
ル
他
門
先
ヲ
掲
ケ
タ
ル
ヨ
リ
起
ル
然
ラ
ハ
中
室
二
先
生
モ
道
学
ヲ
乱
ル

ノ
徒
ト
異
端
視
ス
ソ
ノ
異
端
ヲ
口
ヲ
極
メ
テ
称
賛
セ
ラ
ル
ニ
黙
斎
先
生
ヲ
異
端
視
セ
サ
ル
ヲ
怪
ム
ル
ナ
リ
如
是
モ
ノ
ハ
余
ハ
明
言
ス
実

ニ
道
学
ヲ
乱
ス
ノ
徒
ナ
リ
ト
然
ル
ニ
過
日
一
二
友
石
井
氏
ヲ
問
フ
、
曰
此
等
ノ
事
ハ
抑
未
ナ
リ
協
会
ハ
到
底
其
刊
行
ノ
責
ニ
堪
ヘ
サ
ル
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ヘ
シ
永
続
ハ
思
止
マ
リ
ク
レ
ヨ
ト
私
意
モ
亦
甚
シ
キ
モ
ノ
ト
云
フ
ベ
シ
余
ハ
決
然
此
等
ノ
徒
ト
共
ニ
与
ニ
ス
ル
ヲ
欲
セ
ス
来
会
諸
君
公

平
ノ
眼
之
レ
ヲ
光
ス
ア
ラ
バ
幸
甚
々
々

※
本
稿
の
作
成
に
際
し
て
、
貴
重
な
資
料
を
ご
提
供
下
さ
っ
た
市
村
家
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※
本
研
究
（
の
一
部
）
は
、
科
研
費
補
助
金
（
２
１
Ｋ
０
０
５
５
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

※
⃝
の
箇
所
は
不
明
瞭
な
字
。

1 

内
田
周
平
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
拾
穗
書
屋
主
人
紹
宇
近
藤
啓
吾
『
内
田
遠
湖
先
生
を
偲
ぶ
』（『
古
書
先
賢
』
昭
和
五
十
七
年
六
月
・
私
家

版
に
所
收
）
を
参
照
し
た
。

2 

名
は
一
素
（
か
つ
も
と
）。
音
吉
と
称
し
た
。
上
総
清
名
幸
谷
の
人
。
三
上
是
庵
に
師
事
し
、
明
治
十
六
年
に
東
京
で
時
習
学
舎
を
開
き
、
全

国
の
崎
門
学
者
を
糾
合
し
て
道
学
協
会
の
創
設
を
呼
び
か
け
た
。
同
志
は
池
田
謙
蔵
、
芳
賀
高
重
、
村
田
譲
吉
、
吉
川
祐
之
、
石
川
堅
次
郎
、

鈴
木
忠
兵
衛
、
宇
高
正
郎
、
鵜
沢
専
藏
、
鶴
岡
精
斎
、
木
村
利
武
な
ど
。

3 

諱
は
一
実
、
通
称
は
謙
蔵
、
号
は
渓
水
。
伊
予
松
山
の
人
。
石
井
周
庵
と
同
じ
く
三
上
是
庵
に
学
ぶ
。
著
書
は『
道
議
哲
学
図
解
』（
道
学
館
版
、

明
治
三
三
年
刊
）。

4 『
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
五
十
一
号
、
三
三
～
五
八
頁
、
二
〇
一
二
年

5 

秋
山
と
親
し
い
。
拙
稿
を
参
照
。

6 

秋
山
が
墓
碑
を
書
く
。
拙
稿
を
参
照
。
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7 
戊
辰
の
役
（
一
八
六
八
年
）
の
鯨
波
の
激
戦
に
お
い
て
、
二
十
二
才
の
立
見
鑑
三
郎
が
率
い
た
雷
神
隊
が
大
活
躍
し
た
。
そ
の
立
見
の
実
弟
で
、

鯨
波
の
戦
い
で
は
致
人
隊
で
従
軍
し
寒
河
江
に
て
戦
死
し
た
。

8 

糸
賀
国
次
郎
「
秋
山
罷
斎
先
生
」『
増
補
山
崎
闇
斎
と
其
門
流
』、
一
六
三
頁
。

9 

近
藤 

杢
編
、
平
岡 

潤
校
補
『
桑
名
市
史
（
本
編
）』（
桑
名
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
七
年
刊
）、
四
九
二
頁
の
立
教
館
沿
革
を
参
照
。
ま
た

同
書
五
〇
一
頁
「
立
教
館
教
授
学
頭
一
覧
表
」
に
よ
れ
ば
、
安
政
四
年
よ
り
明
治
二
年
ま
で
秋
山
白
賁
堂
が
教
授
を
務
め
、
明
治
二
年
～
三

年
は
教
授
不
在
で
学
頭
に
秋
山
白
賁
堂
の
長
男
・
秋
山
直
太
郎
（
寒
緑
）
が
務
め
た
。

10 

明
治
二
年
に
朝
廷
は
桑
名
藩
に
反
逆
の
首
謀
者
を
出
す
よ
う
に
命
じ
、
森
陳
明
が
全
藩
に
代
わ
っ
て
出
頭
し
、
江
戸
深
川
邸
で
自
刃
し
た
。

桑
名
十
念
寺
の
森
陳
明
の
墓
誌
を
江
間
政
発
が
書
い
た （
明
治
八
年
十
月
高
松
徳
重
撰
）。
明
治
十
年
の
深
川
霊
巌
寺
の
森
陳
明
の
墓
誌
銘
は
、

秋
山
と
江
間
の
親
友
で
あ
る
小
山
正
武
が
撰
し
て
い
る
。

11 『
日
本
教
育
史
資
料
一
』
文
部
省
編
（
富
山
房
、
一
九
〇
三
年
刊
）、
八
九
頁
の
立
教
館　

沿
革
要
略
に
は
「
文
政
六
年
越
中
守
松
平
定
永
ヲ

伊
勢
桑
名
ニ
移
サ
ル
ヽ
ニ
当
リ
旧
領
主
松
平
下
総
守
ノ
旧
貫
ニ
仍
リ
学
校
ヲ
伊
賀
町
ニ
設
ク
」
と
あ
る
。

12 

服
部
成
美
に
つ
い
て
は
『
江
間
政
発
詩
文
稿
』「
陸
軍
軍
曹
服
部
成
美
招
魂
碑
銘
」
を
参
照
し
た
。
服
部
成
美
は
明
治
十
年
の
西
南
の
役
に
従

軍
し
負
傷
、
十
二
年
に
二
十
六
歳
に
し
て
久
留
米
病
院
で
亡
く
な
り
、
筑
後
に
葬
ら
れ
た
。
江
間
政
発
と
服
部
成
美
は
い
と
こ
同
士
で
あ
る
。

13 

糸
賀
国
次
郎
「
秋
山
罷
斎
先
生
」『
増
補
山
崎
闇
斎
と
其
門
流
』、
一
六
三
頁
。

14 『
維
新
史
料
編
纂
会
講
演
速
記
録
』（
マ
ツ
ノ
書
店
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

15 『
江
間
政
発
詩
文
稿
』
の
編
集
は
次
の
よ
う
な
順
に
並
ん
で
い
る
。「
枕
戈
集
、
草
稿
（
丁
丑
以
来
※
明
治
十
年
）
悪
詩
稿
、
己
卯
西
遊
草
稿
（
※

明
治
十
二
年
）、
臥
吟
行
酔
録
、
松
暈
存
稿
（
庚
辰
・
辛
巳
・
壬
午
※
明
治
十
三
・
十
四
・
十
五
年
）、
鄙
稿
（
壬
午
※
明
治
十
五
年
）、
訪
古

遊
草
二
号
（
辛
未
十
月
十
九
日
※
明
治
四
年
）、
遊
帰
雑
詩
、
訪
古
遊
草
、
乙
酉
存
稿
（
※
明
治
十
八
年
）、
戊
子
存
稿
（
※
明
治
二
十
一
年
）、

堕
涙
稿
、
賜
告
土
産
、
草
稿
」。「
乙
酉
存
稿
」
以
下
は
滋
賀
県
警
察
本
署
の
原
稿
用
紙
や
板
心
に
滋
賀
県
と
書
か
れ
た
原
稿
用
紙
を
使
用
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
江
間
が
明
治
十
八
年
の
後
半
か
ら
滋
賀
県
で
勤
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
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16 
諱
は
政
文
、
字
は
子
彬
、
号
は
竹
陵
、
称
は
右
仲
。
井
上
峩
山
の
養
子
で
、
文
学
館
教
授
。
明
治
三
十
年
四
月
五
日
享
年
七
十
八
。『
楽
翁
と

教
育
』（
九
華
堂
）
附
録
碑
文
集
「
竹
陵
井
上
先
生
墓
表
」、
二
〇
頁
を
参
照
。

17 

龍
渓
章
雄
「
前
田
慧
雲
の
漢
学
塾
修
学
時
代
」（『
真
宗
学
』
一
一
九
・
一
二
〇
合
併
号
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

18 

龍
渓
章
雄
「
前
田
慧
雲
の
学
問
・
思
想
形
成
過
程
を
め
ぐ
る
一
考
察
」『
真
宗
学
』
一
一
七
号
、
文
末
年
譜
を
参
照
。

19 『
西
上
日
記
』
の
書
誌
に
つ
い
て
は
拙
稿
を
参
照
。

20 『
西
上
日
記
』「
四
日
（
略
）
飯
田
丈
人
與
養
浩
至
黒
谷
、
謁
闇
斎
山
崎
夫
子
尚
斎
三
宅
先
生
之
墓
」、「
五
日　

晴　

又
與
三
子
歴
訪
書
肆
訪

渡
辺
中
精
。
午
後
更
観
智
恩
院
至
丸
山
、
吊
山
陽
頼
翁
之
墓
」
と
あ
る
。

21 『
西
上
日
記
』「
前
日
與
士
發
過
舟
岡
山
也
。
山
下
有
除
地
榜
曰
、
後
陽
成
天
皇
御
火
所
及
拝
而
去
。
談
及
留
火
化
者
魚
屋
八
兵
衛
之
事
、
士

發
欲
得
其
墓
所
而
無
由
知
之
、
其
明
過
一
書
肆
見
正
保
野
史
者
閲
之
有
其
事
示
之
士
發
士
發
即
購
之
、
今
日
偶
然
閲
之
其
墓
所
及
其
居
宅
詳

載
之
、
與
士
發
語
嘆
其
奇
然
未
知
其
塋
域
大
光
寺
者
在
何
地
（
所
）
會
鴨
溪
下
楼
忽
帰
報
曰
、
所
謂
大
光
寺
在
西
北
数
丁
有
断
碑
、
云
、
是

八
兵
衛
之
墓
、
丸
太
町
富
小
路
於
久
、
八
郎
兵
衛
者
其
裔
也
」

22 

川
喜
多
真
彦
は
、
管
宗
次
『
京
大
坂
の
文
人
―
幕
末
・
明
治
』（
和
泉
書
院
、
八
九
～
九
五
頁
）
に
よ
る
と
、
倒
幕
運
動
の
赤
報
隊
の
記
録
方

参
謀
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
川
喜
多
は
平
田
篤
胤
の
門
人
で
あ
る
六
人
部
是
香
に
学
び
、『
花
洛
名
勝
図
会
東
山
之
部
』『
紀
年
大
成
』『
近

世
三
十
六
名
家
集
』
な
ど
京
都
を
知
る
重
要
な
資
料
を
書
き
著
し
て
い
る
。

23 『
東
西
遊
行
拙
稿
』
魚
屋
八
兵
衛
「
中
古
典
章
非
所
宜
、
拋拋
身
極
諫
涙
雙
垂
、
朝
廷
深
感
忠
誠
切
、
為
建
葬
埋
萬
世
基
」
と
詠
み
、
脇
に
罷
斎

が
朱
で
批
語
を
記
し
て
い
る
。

24 『
西
上
日
記
』
十
六
日
に
「
五
条
橋
東
訪
尺
家
堀
内
某
店
頭
掲
額
、
曰
、
山
崎
闇
斎
先
生
所
製
周
尺
中
村
惕
斎
先
生
所
製
古
尺
家
、
又
伝
漢
土

歴
代
尺
度
係
平
田
翁
校
定
、
嚮
余
之
在
郷
也
、
養
浩
馳
書
報
之
。
謀
存
于
我
観
興
文
庫
、
我
與
士
発
喜
而
託
之
」
と
あ
る
。
ま
た
十
九
日
の

箇
所
に
も
「
與
士
発
養
浩
歴
覧
書
肆
」
と
あ
り
、
京
都
・
大
坂
で
精
力
的
に
書
肆
を
廻
っ
て
い
る
。

25 『
西
上
日
記
』「
二
十
日　

晴　

訪
宮
原
翁
於
間
之
町
御
池
之
家
。
備
後
尾
道
人
学
山
陽
頼
翁
久
垂
帷
于
京
師
。
先
人
之
旧
知
、
而
余
前
年
遊
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学
之
次
、
屡
随
先
人
至
其
居
、
翁
迎
接
語
旧
説
、
今
翁
年
七
十
又
八
矍
鑠
無
恙
、
呈
紙
一
包
、
翁
酬
以
其
所
書
近
作
一
葉
、
閑
談
良
久
而
辞
帰
」

26 
秋
山
寒
緑
は
四
年
の
在
東
京
生
活
で
、
麹
溪
書
院
に
学
び
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
年
）
六
月
四
日
に
六
十
一
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
寒
緑

と
内
田
周
平
は
交
流
が
あ
り
、
寒
緑
没
後
に
内
田
は
『
擬
古
楽
府
』
を
出
版
し
た
が
、
そ
こ
に
は
こ
の
詩
文
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

27 

荒
川
敬
斎
（
尾
崎
良
知
）
の
蔵
書
は
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
〔
百
九
十
部
千
九
百
六
点
〕。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
敬
斎
遺
稿
』

を
参
照
し
た
。

28 『
愛
知
県
勤
王
家
伝
』（
大
正
十
三
年
、
東
京
芸
備
社
）
八
頁
お
よ
び
『
尾
張
武
人
物
語
』（
昭
和
十
七
年
、
清
正
堂
書
房
）
二
九
四
頁
を
参
照
。

29 

桑
名
市
立
図
書
館
秋
山
文
庫
所
蔵
『
続
崎
門
経
義
輯
編
』
巻
末
に
「
右
朱
易
衍
義
筆
記
一
巻
尾
府
内
庫
図
書
道
学
資
講
巻
之
三
百
七
所
収
明

治
二
十
一
年
就
尾
張
永
井
君
借
之
謄
写
之
業
三
月
上
旬
終
四
月
初
八
日
」
と
あ
る
。

30 

梅
沢
芳
男
『
稲
葉
黙
斎
先
生
と
南
総
の
道
学
』
南
総
崎
門
学
会
、
昭
和
六
十
年
、
一
〇
九
頁
を
参
照
。

31 

同
、
一
一
二
頁
。

32 

同
、
一
一
三
頁
。

33 

同
、
一
一
四
頁
。

34 

こ
の
秋
山
罷
斎
の
東
遊
を
纏
め
た
も
の
が
『
養
痾
日
程
』
で
あ
り
、
桑
名
市
立
図
書
館
秋
山
文
庫
の
手
抄
本
や
楠
本
文
庫
（
筆
写
本
）、
そ
し

て
大
東
文
化
大
学
市
川
文
庫
に
は
雅
声
社
か
ら
刊
行
し
た
も
の
も
あ
る
。

35 

桑
名
市
立
図
書
館
秋
山
文
庫
七
四
五
‐
六
（
桑
名
秋
山
家
蔵
の
印
、
巻
末
に
道
学
協
会
の
印
が
あ
る
）

36 

尾
崎
久
愷
は
、
秋
山
久
敬
と
と
も
に
松
山
藩
の
記
録
「
松
山
叢
談
」
を
編
纂
し
た
（
明
治
十
一
年
）。
三
上
是
庵
は
慶
應
三
年
に
郷
里
の
松
山

藩
に
帰
り
、
藩
士
の
教
育
に
携
わ
っ
た
。
三
上
の
帰
郷
に
随
行
し
た
の
が
石
井
一
素
で
、
い
わ
ば
尾
嵜
と
石
井
は
同
門
で
あ
る
。

37 『
道
学
協
会
雑
誌
』
第
七
十
四
号
（
八
月
二
十
日
刊
行
）
稟
告
「
論
者
往
々
全
会
員
ノ
承
諾
ヲ
得
ズ
シ
テ
会
員
謹
序
ト
書
シ
タ
ル
ハ
不
都
合
ナ
リ
」

38 『
道
学
協
会
雑
誌
』
第
七
十
四
号
（
八
月
二
十
日
刊
行
）
稟
告

39 『
道
学
協
会
雑
誌
』
第
七
十
四
号
（
八
月
二
十
日
刊
行
）
稟
告
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40 
千
葉
文
書
館
（
船
橋
市
）
の
鎌
倉
家
文
書
（
四
四
三
五
点
）
に
は
、
梅
沢
芳
男
か
ら
譲
り
受
け
た
、
上
総
道
学
に
関
す
る
刊
本
・
写
本
・
稿

本
等
で
あ
る
。
山
武
市
の
山
口
家
文
書
（
五
九
二
五
点
）・
山
口
（
節
）
家
文
書
（
三
七
八
五
点
）
も
、
同
じ
く
梅
沢
の
旧
蔵
書
を
中
心
と
し

た
文
書
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
群
の
中
に
吉
田
英
厚
の
退
会
に
関
連
す
る
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

41 

亀
山
聿
三
編
『
近
代
先
哲
碑
文
集
』
第
四
十
六
集
「
闇
斎
山
崎
先
生
祠
堂
碑
」、
夢
硯
堂
、
一
九
七
六
年
。
ま
た
同
文
は
内
田
周
平
『
崎
学
闡

明
文
略
』（
昭
和
十
三
年
、
谷
門
精
舎
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

42 

吉
田
英
厚　

編
『
白
賁
書
院
書
庫
目
録
（
秋
山
文
庫
）』「
白
賁
書
院
書
庫
目
録
一
巻
、
起
功
于
大
正
十
五
年
十
二
月
、
昭
和
二
年
八
月
成
、

是
皆
奉
罷
斎
先
生
之
旨
、
使
市
村
士
勝
書
之
、
先
生
終
焉
之
後
五
日
謹
納
之
于
書
院
書
庫
、
後
世
愛
護
而
無
失
墜
云　

昭
和
四
年
十
一
月
十

七
日
吉
田
英
厚
四
為
生
」

43 

例
え
ば
大
東
文
化
大
学
図
書
館
市
村
理
吉
文
庫
所
蔵
『
白
賁
先
生
罷
斎
先
生
秋
山
先
生
雑
稿
』（K

C3329

）
巻
末
に
は
「
昭
和
四
年
十
一
月
二

十
二
日
写
了
於
桑
名
白
賁
書
院
市
村
理
吉
造
所
記
」
と
あ
る
。




